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はじめに 

 

このところ学内外のアントレプレナーシップ関連のプログラムに出掛けていくことが多

く、それらの講義の中で、Big Pictureという言葉を聞くことがあります。文字通り、大局

観、全体像、といった意味なのですが、アントレ講義ではもう少し積極的な企図で使われま

す。 

 つまり、起業やスタートアップにはタネとしての新しい技術やビジネスのアイデアが求

められる訳ですが、それ以上に、そのアイデアがどのように社会の中で生かされて、また同

時に、社会全体を変えていく力があるか、ということを見極めていく必要があるということ

です。アイデアそのものもとても重要なのですが、それが実装される「枠」としての社会が

どのようなもので、どのように変わっていくかということも同時に考える必要があるとい

うことです。 

 似たような考えに、アイデアよりも先に社会の在り方のほうをまず考えるバックキャス

ティングという手法があります。あるべき未来の社会の姿を先に設定して、それに向かって、

具体行動やアイデアを設定していくというやり方です。いずれにしても私たちを包んでい

るところの箱としての社会を考えることが重要であること、そして、それを大きく描くほど

イノベーションも大きく考え得るという訳です。 

 Big Pictureはこのような未来の社会の見取り図を考える際に、より大きく大局的に全体

像をとらえてみましょうという時のキーワードです。未来を考えるとき、ややもすると現在

の延長線上に未来があると考えがちですが、それではあまり大きな Big Pictureを描くこと

ができません。社会の発展は必ずしも連続的で incremental（漸進的）ではなく、不連続な

変化もしばしば経験するからです。ですので、少々、破天荒で、ちょっとあり得ないような、

SF 的な未来のようであっても Big Picture として描いておくことが未来へ向けた大きなイ

ノベーションの議論には有効なのです。 

  SDGs の示すゴールは、一見、現在の延長線上にあり、前進し続ければ達成できると考

えがちです。しかし、社会の変化はランダムで素速く、イノベーションを興しながら進んで

行かなければなりません。是非、発想の転換を意識して、より自由に Big pictureを描いて

みてはいかがでしょうか。想像力を膨らませ、意外な発想を楽しみながら、私たちの社会の

未来図を描き変化を起こしていきましょう。  

 

2023年 3月 31日 

サスティナブル社会実装機構長 太田裕治 

  



お茶の水女子大学では第４期中期目標画に、持続可能な社会実現のための SDGs研究の推

進を掲げ、サスティナブル社会実装機構のもとに、SDGs推進研究所が 2022年 4月に設立

されました。 

「学ぶ意欲のあるすべての女性にとって、真摯な夢の実現の場として存在する」をミッシ

ョンとするお茶の水女子大学は、大学の設立以来 150 年にわたり、女子の高等教育と高度

人材の輩出に貢献してきた伝統と実績があり、大学はその存在そのものが SDGs のゴール

5「ジェンダー平等を実現しよう」とゴール 4「質の高い教育をみんなに」です。これは本

学にとっては、あえて目標と掲げるまでもないごく当たり前のことであり、学内にはすでに

特色あるジェンダー研究所やグローバルリーダーシップ研究所、さらには新設のジェンダ

ード・イノベーション研究所が、この分野の研究推進を牽引しています。そのため、新たに

設置する SDGs推進研究所は、他大学には無い本学のもう一つの特色である「生活者起点」

からの研究推進と、学内はもとより附属学校園とも連携しながら、研究教育の成果を社会へ

繋げていく場と位置づけ、SDGsで最も重要なゴール 17の「パートナーシップで目的を達

成する」ために、生活者（消費者）に対する企業、地域、自治体などとともに、皆で知恵を

持ち合って、喫緊の課題を解決するプラットフォームとして機能することを目指していま

す。 

初年度を終了し、ここにその取組状況と成果をご報告いたします。キックオフシンポジウ

ムでは、学長先生のご配慮のもと、多くの来賓をお招きすることができ、本学の SDGs 推

進研究所の特色と趣旨を、官公庁や自治体、企業などに広くご理解・共感いただきました。

また SDGs を自分ごととして捉えている若い世代、自分たちが学んだことを社会に発信し

たいという意欲を持つ多くの学生たちの参加は、学内の SDGs 推進だけでなく、大学間連

携や学外への発信においても力強い戦力となってくれました。 

初年度はまず研究所の基盤作りと、これからの本学の SDGs生活者起点研究開拓、および

学内外の SDGs 実践に向けて様々な種まきが終わったところです。次年度以降もこれらの

芽が大きく育って行くよう努めて参ります。 

引き続き皆様のご指導とご支援を賜りたくお願い申し上げます。 

  

2023年 3月 31日 

SDGs推進研究所長 藤原葉子 
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Ⅰ．SDGs 推進研究所 2022 年度事業概要 

 

1．研究所の概要 

SDGs とは 

SDGs とは Sustainable Development Goals（サスティナブル・ディベロップメント・ゴ

ール；持続可能な開発目標）を表す。2015 年 9 月の国連サミットにおいて全会一致で採択

された 2030 年までによりよい世界を目指す 17 個の目標と 169 の具体的行動からなる。地

球上の「誰一人取り残さない」という理念のもと、開発途上国と一緒になって先進国も積極

的に取り組んでいる。 

 

研究所設立の経緯 

設立以来「学ぶ意欲のあるすべての女性にとって、真摯な夢の実現の場として存在する」

をミッションとして掲げ、女子の高等教育と高度人材の輩出に貢献してきたお茶の水女子

大学の理念は SDGs の目指す理念と合致するものである。持続可能な社会の創成には、社

会全体で SDGs の達成を推し進めることが必要であり、そのために行動できる人材の養成

が急務であることから、SDGs 教育・研究プログラムを企画・実行していくための組織「サ

スティナブル社会実装機構」が 2022 年 4 月に新設された。サスティナブル社会実装機構

は、SDGs 推進研究所と湾岸生物教育研究所の 2 施設から構成される。 

 
サスティナブル社会実装機構及び SDGs 推進研究所設立の経緯 
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研究所の組織構成 

研究所は学内の教員や客員研究員から構成され、研究所の役割は、下図のように、研究部

門、教育部門、企画・調整部門として 3 つに分けられている。研究部門で行われる研究を、

教育部門において大学や附属学校園の教育に展開していく。さらに、企画・調整部門におい

ては、SDGs 活動の支援、広報、学内外の連携調整のほか、THE インパクトランキング（P.53）

エントリーへの対応を行う。 これらの 3 つの役割全体を統括することで、研究成果や教育

実績を社会実装し、本学における SDGs 推進を機動的に進める。 

 

 

*（ ）内の数字は所属する教員の人数 

研究所の組織構成 

 

研究所のミッション 

持続可能な未来の構築に向けて世界的な動きが加速する今、SDGs 推進研究所は、本学の

特色である生活科学を中心とした研究実績を社会に実装するための統合拠点となると同時

に、高い問題意識・率先した行動力を持つ未来のサスティナビリティリーダーとなる人材の

育成を担う。本研究所を起点として、SDGs 教育・研究プログラムを企画実行し、地域社会・

民間企業・各種機関と連携し、社会全体で SDGs の達成を推進していくための人材養成を

行う。 
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研究所のミッション 

 

SDGs 推進研究所が目指すこと 

SDGs 推進研究所では、お茶の水女子大学で展開される SDGs に向けた諸活動を「OCHA-

SDGs」と名付けることとした。この SDGs 推進研究・活動のキーワードは「生活者」であ

る。SDGs の実現には長期的な視点のもと、生活者一人一人が足元から着実に推進していく

ことが重要と考えたためである。まずは、食品ロスや資源リサイクル、エコシステムや行動

科学、消費者教育といった身近なテーマに基づき、SDGs に関心の高い学生委員と共に、持

続可能な社会への貢献を目指した生活者起点の研究・活動を推進中である。 

 

OCHA-SDGs が目指すこと 
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2．2022 年度事業概要 

 

研究所の設置 

 本研究所は、学内の SDGs 活動を推進する拠点として 2022 年 4 月に開設され、初年度の

活動を開始した。特任教授 1 名、特任リサーチフェロー1 名、特任アソシエイトフェロー1

名に加え、アカデミック・アシスタント数名を採用して研究所の運営体制を整備した。37 名

の兼担による教職員が所属し、研究活動を行った。その他、ロゴの作成、HP の開設（日本

語・英語）、パンフレット作成、公式 SNS の開設等を通じて、本研究所の取り組みを発信す

るための基盤を形成した。 

 

研究部門 

 2022 年度は、本学における SDGs 研究のシーズ開拓および企業との共同研究契約締結を

目的とした。また、SDGs 推進研究所プロジェクト研究として、研究所員内で実施可能な共

同研究テーマを募集し、4 件に対し研究費を助成した。そのほか、研究所に所属する研究者

による科研費研究プロジェクトが 25 件、その他の外部資金による研究プロジェクトが 22

件、学内競争的資金による研究プロジェクトが 8 件、計 55 件が進行している。 

 

教育部門 

 「21 世紀型文理融合リベラルアーツ1」のなかに、三菱 UFJ 環境財団寄附講義による、

SDGs 関連科目として、生命と環境 7「生活と環境」、生命と環境 10「環境問題と社会」生

命と環境 23「海洋環境と生物多様性（実習）」を開講し、本研究所の研究員が講義等を担当

した。 また、国連大学 SDG 大学連携プラットフォーム（SDG-UP）の参加大学とともに、

共同教育サーティフィケート・プログラム（パイロット事業）「国連 SDGs 入門」に、「ジェ

ンダー・人権②」科目を供与した。本学からは学生 2 名が受講し修了証が授与された。加え

て、附属学校園との連携カリキュラム構築等のため、附属学校の家庭科教員を中心とした意

見交換と家庭科、社会科の授業参観を行った。 

  

 

1 平成 20 年度(2008 年 4 月)から始動した、21 世紀型文理融合教育プログラム。従来の教

養教育を改革し、学術的&国際的視野をもち、コミュニケーションを 通じて問題解決がで

きる実践力を育むことを目標に掲げている。 
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企画・調整部門 

 2022 年度は、1 件のシンポジウムを開催した。 

 

研究所開設記念キックオフシンポジウムでは、会場とオンライン視聴合わせて 376 名の

参加があった。多方面で活躍する参加者に対し、「OCHA- SDGs」のコンセプトを周知させ

ることができ、産官学連携の認識を深めることにもつながったと判断された。 

 

その他、産学連携・地域連携・国際連携に幅広く活動した。また、今年度、本学として初

めて THE インパクトランキングにエントリーした他、学生委員会が設立され、学生による

SDGs 推進活動の基盤を形成した。 
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Ⅱ．研究所の設置 

1．2022 年度構成メンバー 

2022 年度構成メンバー（部門長及びスタッフ） 

職位 氏名 専門分野 

機構長 副学長 太田 裕治※ 生体医工学 

研究所長 教授 藤原 葉子※ 栄養化学 

副所長 

研究部門長 
准教授 中久保 豊彦 環境評価学 

プロジェクト管理者 

企画・調整部門長 
特任教授 笠松 千夏※ 

官能評価 

食嗜好学 

教育部門長 教授 刑部 育子※ 保育学 

特任教員 

  

特任リサーチフェロー 河嵜 唯衣 公衆栄養学 

特任アソシエイトフェロー 溝添 倫子 環境工学 

客員教授   小中 鉄雄 国際協力学 

客員研究員  菊池 淳子 国際協力学 

研究協力員 

  

  伊藤 さやか 国際協力学 

  有友 愛子 家庭科教育 

事務局 

  

  

  

アカデミック・アシスタント 飯塚 陽子   

アカデミック・アシスタント 中村 天女   

アカデミック・アシスタント 野崎 慈子   

アカデミック・アシスタント 湯舟 由美  

アカデミック・アシスタント 小野澤真理子   

※は運営委員を兼ねる 
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2022 年度構成メンバー（研究員等）（五十音順） 

職位 氏名 専門分野 

学内研究員 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

教授 赤松 利恵※ 公衆栄養学 

教授 斎藤 悦子※ 
生活経済学 

生活経営学 

教授 須藤 紀子 公衆栄養学 

教授 長澤 夏子 建築計画学 

教授 浜野 隆 
教育開発学 

比較国際教育学 

教授 水野 勲 
数理地理学 

経済地理学 

教授 森光 康次郎 食品化学 

教授 矢島 知子 有機化学 

教授 由良 敬 生物物理学 

准教授 荒木 美奈子 国際協力学 

准教授 市 育代 栄養化学 

准教授 植村 知博 植物細胞生物学 

准教授 近藤 恵 自然人類学 

准教授 河合 英徳 建築環境工学 

准教授 新實 五穂 服飾史 

准教授 新田 陽子 調理科学 

准教授 長谷川 直子※ 
自然地理学 

陸水学 

准教授 藤山 真美子 デザイン工学 

助教 雨宮 敏子 材料物性 

助教 神山 翼 気象学 

助教 佐藤 瑶子 給食経営管理 

助教 野田 響子 食品貯蔵学 

運営委員会委員 

  
教授 清本 正人 

発生生物学 

海洋生物学 

准教授 佐藤 敦子 環境発生進化学 

※は運営委員会委員を兼ねる  
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2．研究所の取り組み発信のための基盤形成 

（1）公式 HP、ロゴ、パンフレット 

研究所の取り組みを発信するプラットフォームとして公式 HP

を開設し、研究所の SDGs 推進活動（略称「OCHA-SDGs」）を

学内外に発信するためのロゴやパンフレットを作成した。 

パンフレットは巻末資料として掲載。 

 

 

 

研究所 HP  https://www.cf.ocha.ac.jp/sdgs/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

OCHA-SDGs ロゴ 
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（2）公式 SNS 

1）Twitter 

SDGs に関する情報発信の場として 2023 年 1

月 30 日に学生委員が開設した。OCHA-SDGs と

してアピールできる取り組みを学内外に周知で

きるよう学生主体としながらも、職員含めた投稿

による内容の多様化や、より高い更新頻度を目指

すこととした。2022 年度の更新実績は 30 件であ

った。 

 

 

 

 

 

2）Instagram 

2022 年 6 月に開設した。公式概念としての

SDGsを簡単に説明した上で、本学におけるSDGs

に関する問題やそれらへの取り組みについて、写

真を主素材に紹介することとした。Instagram で

は、投稿したい写真の下に文章を添えられる仕様

となっており、「伝えたいこと」・「実施したこ

と」を 1 枚～複数枚の画像で表現できる。そのた

め、活字で占められる大学 HP や Twitter に比べ、

本研究所や学生委員の取り組みの様子をよりリア

ルにイメージさせることを企図した。投稿は学生

委員広報班が主に担当しており、他大学訪問や定

例会、勉強会等のあらゆる学生委員の活動紹介が

行われた。その他、目標 1~17 それぞれに関連した

学内での取り組みや、各目標に関する学内研究者

の研究成果について紹介した。 

  

公式 Twitter のトップ画面 

公式 Instagram のトップ画面 
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3．外部取材対応 

メディア等からの取材対応を通じて、本研究所の理念や、今後の活動に関する展望を学内

外に発信した。 

 

（1）学内広報 

学内取材対応先一覧 

媒体 内容 

大学案内 研究所の紹介 

第 73 回徽音祭実行委員会 研究所の紹介 

 

 （2）学外広報 

学外取材対応先一覧 

媒体 内容 

国際開発ジャーナル キックオフシンポジウムの広報 

文部科学情報 週刊文教ニュース 研究所の紹介 

文部科学 教育通信 研究所の紹介 

PRESIDENT / PRESIDENT Online 研究所広告の掲載 

  

学外広報の例 
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Ⅲ．研究部門 

1．2022 年度プロジェクト研究成果報告 

SDGs 推進研究所の趣旨・目的に沿った研究活動を活性化させ、企業や他機関と連携した

共同研究・開発を促進することを目的として、研究所員に対しプロジェクト研究費を支援し

た。2022 年度は、4 件の応募があり、全件採択された。 

 

採択された研究課題 

所属 職名 氏名 課題名 

基幹研究院 教授 矢島 知子 
重金属を用いない環境適応型含フッ素ジアミンモ

ノマーの合成法の開発 

基幹研究院 
准教授・ 

助教 

市 育代・ 

佐藤 瑶子 

乳幼児の不適切な栄養摂取がもたらす代謝異常と

食の実態に関する研究  

基幹研究院 准教授 中久保 豊彦 
太陽光発電と連結する下水処理場におけるエネル

ギーマネジメントモデルの構築  

基幹研究院 准教授 新田 陽子 子ども食堂での食品ロスの有効活用に関する研究 

 

  



   

 

 12  

 

令和 4 年度 SDGs 推進研究所学内共同研究 成果報告書 
 

研究者名： 矢島 知子  

研究課題名： 重金属を用いない環境適応型含フッ素ジアミンモノマーの合成法の開発  

 

 

 

フッ素を有するポリイミドは、日本を代表する低誘電・透明材料であり、次世代型構造の
開発は重要な課題となっています。私たちの研究室では新しいフルオロアルキレン鎖で結
合したジアミンモノマーを合成し、それを用いたポリイミドの開発を行っています。この中
で、得られたポリイミドは十分な耐熱性を維持したま
ま、柔らかく、低誘電性を有することを見出しており、
通信情報、航空宇宙材料などへの展開が期待される材
料です。 

 類似のモノマーはこれまで多量の銅を用いたヨウ素
を有するアニリンとのカップリングによる合成が報告
されています。これに対し私たちは環境負荷の大きな
重金属を用いず、低エネルギーな LED 光源を用いたラ
ジカル反応による合成法を見出してきました。この反
応では反応前駆体アニリンにヨウ素は必要ないことか
ら、様々なアニリンに適用可能です。しかしながら、
光反応では反応の大量合成が難しいという問題点があ
りました。 

そこで本研究では、大量スケールでの合成に適用で
きる、安全な金属を用いない環境適応型の合成法の開
発を計画し、実施しました。その結果、亜次チオン酸
を用い、光反応で用いた溶媒よりも環境適応型の溶媒を用いた反応において良好な収率で
望む生成物が得られることを明らか
にしました。これは、光を用いること
もなく、大量スケールでの合成に適用
できる反応です。 

 この研究は、東ソー・ファインケム
株式会社との共同研究に繋がり、すで
に特許出願（特願 2023-063863）を行
っています。 

 このような環境にやさしい化学物
質の合成法の開発は、安心・安全な方
法で有用な化合物を世の中に送り出
すことのでき、より便利な世界を提供
できる SDGs に欠かせない分野とな
っています。今後、このモノマーを重
合することにより、より高速通信に対
応した材料など便利な材料の開発を
行っていきます。 
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令和 4 年度 SDGs 推進研究所学内共同研究 成果報告書 

 

研究者名： 市 育代・佐藤 瑶子  

研究課題名： 乳幼児の不適切な栄養摂取がもたらす代謝異常と食の実態に関する研究                          

 
乳幼児は発育が最もさかんな時期であり、不適切な栄養摂取はその後の成長・発育に重
大な影響を及ぼす。本研究では、乳幼児の不適切な栄養摂取に関して、以下の 2つの研究
を行った。まず、乳幼児の栄養摂取について、これまで重要視されていなかった脂質に関
して、欠乏の観点から動物実験を行った。次に、乳幼児期には消化のよいもの、薄味のも
の、食品の切り方や硬さにも配慮する必要があるが、離乳食や幼児食におけるテクスチャ
ーや栄養素の実態は、高齢者などの嚥下食などに比べると不明な部分が多い。2つめの研
究として、これまで明確にされていなかった幼児の食事において、特に食塩量の実態を明
らかにすることで、幼児期における新たな食の問題を提示する。 
 
研究①：出生時から高度不飽和脂肪酸欠乏にあるマウスの骨格筋及び脳機能の変化 
食事からの摂取が必要な多価不飽和脂肪酸の中でも、炭素数と二重結合が多い高度
不飽和脂肪酸は、生体膜の機能や生体の恒常性維持に重要である。乳幼児期はアラキ
ドン酸と DHAなどの高度不飽和脂肪酸の摂取が精神発達に重要であり、特に DHAが出
生時から欠乏すると脳の神経発達に異常が見られることが報告されている。我々はこ
れまで、脂肪酸不飽和化酵素 FADS2欠損マウスに多価不飽和脂肪酸欠乏食を与えると
高度不飽和脂肪酸が著しく減少することを報告している。そこで、出生時から高度不
飽和脂肪酸を欠乏させた FADS2欠損マウスにおいて骨格筋や脳の機能異常が生じるか
を調べた。まず、高度不飽和脂肪酸が欠乏したマウスでは、骨格筋(腓腹筋)重量が減
少し、筋原線維の乱れが観察された。そして、このマウスでは骨格筋においてタンパ
ク質の分解が亢進している可能性が示唆された。骨格筋繊維はミオシン重鎖のアイソ
フォームで分類できるが、高度不飽和脂肪酸欠乏マウスでは遅筋タイプのタンパク質
発現が増加していることも確認できた。したがって、出生時より高度不飽和脂肪酸が
欠乏したマウスでは、骨格筋の萎縮と速筋線維から遅筋線維への転換が生じている可
能性が示唆された。類似の表現型が見られる病態として飢餓・グルココルチコイド投
与・サルコペニアなどがあり、高度不飽和脂肪酸の欠乏はこれらの病態における骨格
筋の萎縮にも影響を及ぼす可能性がある。 
また、出生時から高度不飽和脂
肪酸欠乏にある FADS2欠損マウス
の大脳皮質では高度不飽和脂肪
酸であるアラキドン酸と DHAがと
もに減少していた。そして、大脳
の免疫組織化学染色より、中枢神
経系の免疫応答や神経発達に重
要なミクログリアが肥大化し、突
起が短い傾向にあることが確認
できた。これらの結果より、高度
不飽和脂肪酸欠乏マウスの脳で
はミクログリアが活性化し、脳機
能に異常が生じている可能性が示唆された。 
本研究の成果より、乳幼児において脳や骨格筋機能に異常をきたさないためには、ア
ラキドン酸や DHAなどの高度不飽和脂肪酸が欠乏しないよう食事からの摂取を推奨す
ることの必要性が示唆された。 
 

⼤脳︓ミクログリア
多価不飽和脂肪酸⽋乏⾷

活性化状態静⽌状態

⾻格筋
脳機能の異常︖

タンパク質分解

研究①︓⾼度不飽和脂肪酸⽋乏による⾻格筋及び脳機能の変化
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研究②：幼児期の食事の実態に関する研究 
幼児期の食経験は将来の食嗜好や健全な食生活に大きく影響することが知られてい
る。食塩摂取量の低減は我が国における重要課題であり、幼児期からの食塩摂取量の
低減や適切な食塩濃度に関する味覚教育が重要であると考えられる。本研究では、中
食で提供されている「お子様メニュー」からの食塩摂取量を把握し、その課題を明ら
かにした。 
お子様メニュー（8品）及び大人向けメニュー（4 品）をフードデリバリーサービス
にて収集し、料理ごとに食塩量を算出した。お子様メニューは大人向けメニュー品と
比較して食塩量は低かったものの、2 品のお子様メニューでは食塩濃度が高かった。
したがって、中食においてお子様向けニューであるにも関わらず、大人向けに比べて
食塩濃度が高い料理が提供されている場合があることが明らかになった。また、本研
究で測定したお子様メニューには、日本人の食事摂取基準（2020 年版）に示されてい
る 8〜9歳の 1日の食塩摂取量の目標量を上回るメニューもあることがわかった。 
本研究の成果より、幼児において中食を利用する場合、大人よりも食塩濃度が高い料
理が提供されている可能性があることを考慮して利用すべきであることがわかった。 
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令和 4 年度 SDGs 推進研究所学内共同研究 成果報告書 

 

研究者名： 中久保 豊彦  

研究課題名： 太陽光発電と連結する下水処理場におけるエネルギーマネジメント 

モデルの構築  

 

【研究目的】 

 2050 年カーボンニュートラルの到達に向け、生活排水の処理を担う下水処理場におけ
る取組が促進されている。その一施策が太陽光発電（PV）による電力自給率の向上であ
り、とりわけ小規模下水処理場では下水汚泥からのバイオエネルギー回収が困難であるた
め、PV に対する期待が大きい。一方で、現行の下水処理場におけるエネルギー自給率は、
生産される年間総電力量 (MWh/年)／処理場内における年間総電力消費量 (MWh/年) で
の評価に留まっており、時間帯別の電力需給バランスが考慮されていない。すなわち、PV

電力と下水処理場における電力消費量の時間帯別における不一致が見過ごされている。
PV は余剰電力（場内で消費しきれなかった電力の系統電力網への逆潮流）を抑制するこ
とが求められるため、時間帯別での電力需給バランスの解析が不可欠となる。そこで本研
究では、小規模下水処理場を対象とした、時間帯別電力需要量推計モデル（30 分解像度）
を開発することを目的とする。これにより、PV との時間帯別電力需給バランスに基づき、
自給率（下水処理場の電力需要のうち PV 電力により賄えた割合）ならびに消費率（PV 電
力のうち自家消費できた割合）に基づく評価が、日・月・年単位で可能となる。加えて、
PV 出力曲線（発電量の日変化）を踏まえて下水処理場の稼働スケジュールを検討するこ
とができるため、自給率と消費率を高めるための下水処理場の改修計画を提案し、その具
体的な効果を示す。本研究で提案するモデルが開発されることにより、小規模下水処理場
での PV 設置によるエネルギーマネジメントの普及が期待される。 

 

【SDGs 研究所の趣旨・該当する SDGs Goal 関係】 

 SDGs の「ゴール 7：すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギ
ーへのアクセスを確保する」に該当し、「指標 7.2.1：最終エネルギー消費量に占める再
生可能エネルギー比率」を高めることに貢献するための研究課題である。図 1 に、本研究
で提案する電力需要マネジメントの枠組みを示す。脱炭素社会の実現に向けて再生可能エ
ネルギーが大規模に普及した地域では、電力需給の調整役がデマンドレスポンスを担うこ
とが期待されている。担い手としての小規模下水処理場に焦点を当て、需給バランスの調
整機能を有するための稼働計画を提案した。 

 

【研究計画・方法】 

 

図1 分散型電源と連結した小規模下水処理場による電力需要マネジメントの枠組み 

電力需要制御
（水処理）太陽光発電

下水処理場分散型電源

発電時間帯を考慮
した高負荷運転

地域電源との連携
余剰時：高負荷，
逼迫時：停止

電力

地域需給
バランス

得られる効果

風力発電

コージェネ
レーション*

* 熱需要に合わせ

て稼働することで
生じる余剰電力

CO2排出量の削減：
電力消費iとCO2排出
係数i （i:系統電力, 
分散型電源）の積算．

自前での電力確保
による災害時（系統
での停電発生等）に
おける電力自立．自給率

消費率 逆潮流量の低下：

電力系統の周波数
変動の抑制による
停電リスク低減

気候条件により出力
変動する再エネ電源

のバックアップで保有
する調整電源の縮減
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 本研究は、復興計画と環境計画の複合領域を扱う福島県 S 浄化センターを対象とした。
同施設では、電力消費量のモニタリングデータ（30 分解像度で使用可能）が取得されてお
り、現状の運転実績を再現した稼働計画 A の下での電力消費量（推計値）の精度を検証す
ることができる。30 分解像度で電力消費量の比（推計値／実績値）をとり、年間を通して
±10%以内に収まる時間帯が 96%であることを確認した。電力消費はカテゴリーとして水
処理、汚泥処理、所内電力から構成され、±10%以上の誤差が生じる時間帯は主に電力消
費が小さい時間帯に発生していることから、消費の大きい水処理プロセスのブロワ稼働の
再現性は高いことが確認できた。 

小規模下水処理場では、多くの処理場で水処理方式にオキシデーションディッチ法（OD

法）を採用している。OD 法では水理学的滞留時間（HRT）を 24 時間以上とることから、
処理量あたりの電力消費量が高い傾向にある。このことを踏まえ、本研究では OD 法での
水処理（ブロワ動力）の負荷低減に向けた改修策と、電力需要を PV による発電曲線に近
づけるためブロワの高負荷運転時間帯を昼間に配置するデマンドレスポンス策を組み合
わせた、稼働計画 B を設計した。具体的には、二点 DO 制御の導入を想定して、HRT の
短縮（12 時間程度、反応タンクへの酸素供給量を推計した上で設定）を反映させた。ま
た、二点 DO 制御では連続曝気方式での運転が行われる。流入水に対して貯水槽を設ける
ことを想定し、流入負荷の時間帯を制御することを通して PV の発電時間帯にブロワの高
負荷運転時間を配置させた。 

なお、PV の導入規模は、各稼働計画下での下水処理場の年間電力消費量（MWh/y）と
PV による年間総発電量（MWh/y）がおよそ 100%となるように設置面積を設定した。 

 

【研究結果】 

 シミュレーション解析に用いた稼働計画に対して、PV 発電と処理場電力需要の需給バ
ランスを推計した結果の例を図 2 に示す。稼働計画 B において、ブロワの運転時間を短
縮するとともに、高負荷運転時間帯を昼間に配置していることが把握できる。 

図 2 稼働計画 A/Bに対する下水処理場電力需要量と PV発電量の出力結果例 

 電力需要マネジメントの導入が自給率・消費率に及ぼす効果について、30 分解像度で
の電力需給バランスを年単位で積算した結果、自給率は 46%（稼働計画 A）から 57%（稼
働計画 B）へ、消費率は 44%（稼働計画 A）から 55%（稼働計画 B）へと変化し、両指標
とも稼働計画 B で 11%の向上がみられた。月単位での評価結果においても、すべての月
において稼働計画 B での自給率、消費率が向上する結果が得られた。 

【研究成果】 

 PV を活用した下水処理場のエネルギー自立に向けては、PV の発電出力・時間帯に電力
需要を合わせる機能が求められる。加えて、電源構成に占める再生可能エネルギーの比率
が高まる中、地域で産出した電力を、需給バランスを合わせることにより地域内で如何に
消費するか、消費率を高めるための調整役が求められる。本研究では、調整役としての下
水処理場を取り上げ、担い手となるべく求められる機能を検討した上で、同機能を有する
稼働計画 B を提案した。解析対象とした PV 発電時間帯への電力需要時間帯の配置に限定
せず、多様な分散型電源と連携したデマンドレスポンスへと展開することが期待される。  

電力需要量  発電量  

 （稼働計画A） （稼働計画B） 

5月11

日 
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令和 4 年度 SDGs 推進研究所学内共同研究 成果報告書 
 

研究者名： 新田 陽子・笠松 千夏・山下 郁美  

研究課題名： 子ども食堂での食品ロスの有効活用に関する研究  

 

食べられるにもかかわらず廃棄されているものの中に、きのこ類の石づきや柄、規格外
のものがあげられる。えのきたけは、廃棄される石づき部分をステーキ様に焼くことで再
利用される取り組みがなされている。生しいたけは、規格外のしいたけと全体の５％程度
廃棄される柄について、過熱蒸煎機によってパウダー化することで、低コストでの加工を
実現している会社がある。このように廃棄する部分を適切に加工することにより付加価値
のついた食品の開発につながると考えられる。 

 

一方、日本の子どもの７人に１人が貧困状態にあることから、近年、子ども食堂での食
事が増えてきている。子ども食堂は、子どもの成長に必要な栄養を補う場であると同時に、
子どもたちが人と関わり、食を通じた楽しみや安心感、コミュニケーションを経験してい
く「育ちの場所」としても大切な役割を担っている。環境に配慮した食品、特定の品質特
徴をもった食品が、次世代を担う子どもたちの「育ち」にどのように貢献できるかは重要
である。 

 

本研究では、１）きのこ類の廃棄部分の加熱調理により付加価値のついた食品の開発の
ための基礎研究として、ゼリー素材の抽出に取り組み、２）テクスチャーに特徴のあるゼ
リー類がどの程度子どもに受容されるかを確認するための、子ども対象の新しい官能評価
法の開発を行うことを目的とした。 
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１） きのこからのゼリー素材の抽出 

 

所属研究室の先行研究において、食用きのこのハナビラタケについて、水をともにブレ
ンダーで攪拌して得たピューレを加熱することにより、ゼリー素材が抽出されることを既
に確認している。これは新規の成分によるゼリー素材であるため、新食感が予想され、付
加価値のついた食品を開発できる可能性が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゼリー素材のうち、冷やすことで固まり、熱すると融解する素材は限られており、一般
に知られているものは寒天とゼラチンのみである。寒天は海藻由来、ゼラチンは動物由来
であり、きのこ由来のゼリー素材は、所属研究室で研究発表している以外にはまだ知られ
ていない。冷やして固まるゲルは、デザートゼリーだけでなく、ムースなど、最近では介
護食において均一に固まったゲル状食品の需要が高まっており、様々な用途が考えられる。 

 

本研究では、圧力鍋を用いた抽出法によって、先行研究よりもゼリー素材の抽出効率が
大幅に改善した。本研究で得られたゼリー素材を用いてショ糖を添加したゼリーを作成し
試食したところ、口腔内で融けたため寒天とは異なる食感であった。今後ゼリー素材の添
加濃度やショ糖の添加濃度を変えたゼリーを作成し、さらに食感の特徴づけを行う予定で
ある。 

 

２） 子ども対象の非言語官能評価手法の開発のための予備調査 

 

子どもにとって好ましいゼリー素材の品質特性を把握するため、絵文字を使った質問紙
調査の有効性について調査を行った。小学校高学年の子ども 100 名を対象に、市販のゼリ
ー類を試食せず、画像のみを用いて好ましさを絵文字で回答する調査を予備的に実施した。 

 

 絵文字などの非言語情報を用いた受容性評価手法を構築することで、今後開発される環
境配慮商品や各種代替食品の品質目標を明確にすることができるだけでなく、言語表現が
難しい子どもや外国人（難民を含む）の嗜好や食に関わる情動の理解が進み、相互理解や
パートナーシップの推進に繋げることができる。また、非言語情報を用いた情動の表現方
法が広がることで、子どもたちが自分自身や互いの気持ちを理解する可能性を広げること
ができ、情操教育にも繋がると考える。 
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2．SDGs 関連研究成果 

（1）論文一覧 

藤原 葉子  

1. 江田真純, 河嵜唯衣, 赤松利恵, 藤原葉子, 2022, “居住形態別にみた女子大学生の野菜，

栄養素等摂取量と野菜摂取のセルフ・エフィカシー”, 栄養学雑誌,  80 巻 4 号 p. 239-

245  

2. Kawasaki, Y., Akamatsu, R., Fujiwara, Y., Omori, M., Sugawara, M., Yamazaki, Y., 

Matsumoto, S., Iwakabe, S. & Kobayashi, T. 2022, "Association of healthy eating 

literacy and resident status with energy, nutrients, and food consumption among 

lean and normal-weight female university students", Clinical Nutrition ESPEN, vol. 

51, pp. 419-423.  

3. Tsuji, Y., Matsumoto, S., Saito, A., Imaizumi, S., Yamazaki, Y., Kobayashi, T., 

Fujiwara, Y., Omori, M. & Sugawara, M. 2022, "Mediating role of sensory differences 

in the relationship between autistic traits and internalizing problems", BMC 

Psychology, vol. 10, no. 1.  

4. Arisawa, K., Kaneko, M., Matsuoka, A., Ozawa, N., Kawawa, R., Ishikawa, T., Ichi, 

I. & Fujiwara, Y. 2023, "Piceatannol Prevents Obesity and Fat Accumulation Caused 

by Estrogen Deficiency in Female Mice by Promoting Lipolysis", Nutrients, vol. 15, 

no. 6.  

5. Nagao-Sato, S., Kawasaki, Y., Akamatsu, R., Fujiwara, Y., Omori, M., Sugawara, M., 

Yamazaki, Y., Matsumoto, S. & Iwakabe, S. 2023, "Sensory profile of picky eaters 

among college female students", Appetite, vol. 185.  

  

中久保 豊彦  

1. Nguyen, T.D.T., Kawai, K. & Nakakubo, T. 2023, "Capacity assessment to secure 

COVID-19 waste treatment in Vietnam", Journal of Material Cycles and Waste 

Management, vol. 25, no. 1, pp. 302-313.  

2. Nguyen, T.D.T., Nakakubo, T. & Kawai, K. 2023, "Analysis of COVID-19 waste 

management in Vietnam and recommendations to adapt to the ‘new normal’ period", 

Journal of Material Cycles and Waste Management, vol. 25, no. 2, pp. 835-850.  

3. Wang, K. & Nakakubo, T. 2022, "Design of a sewage sludge energy conversion 

technology introduction scenario for large city sewage treatment plants in Japan: 

Focusing on zero fuel consumption", Journal of Cleaner Production, vol. 379.  
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刑部 育子  

1. 岡南愛梨,  刑部育子, 2022 年, “1・2 歳児クラスにおける仲間との遊びの変化――ビデ

オ観察ツール CAVScene における観察者の遊びの切り出しに着目して”, 『質的心理学

研究』 日本質的心理学会  , 21 巻, 34-50.  

2. 髙谷実穂,  刑部育子, 2022 年, “フィンランドの保育者による子どもの主体性のとらえ

方とその尊重 - フィンランドの ECEC の現場の記録から -”, 『お茶の水女子大学こ

ども学研究紀要』 お茶の水女子大学 子ども学研究会, 10 巻, 97-107.  

3. Sato, A., Oba, G.M., Aubert-Kato, N., Yura, K. & Bishop, J. 2022, "Co-expression 

network analysis of environmental canalization in the ascidian Ciona", BMC 

Ecology and Evolution, vol. 22, no. 1.  

  

笠松 千夏  

1. 笠松千夏,  坂井信之, 2022, “ヘルスケアフーズの情報に対する認知がおいしさ評定に

及ぼす効果測定”, 日本家政学会誌,   

 

赤松 利恵  

1. Akamatsu, R., Tonsho, N., Saiki, M. & Komatsu, M. 2022, "Restaurant managers’ 

readiness to maintain people’s healthy weight and minimise food waste in Japan", 

BMC Public Health, vol. 22, no. 1.  

2. 大内実結, 江田真純, 赤松利恵, 新保みさ, 小島唯, 2022, “ストレスと飲酒状況の組み

合わせによる食習慣の特徴”, 日本健康教育学会誌, 30 巻 1 号 p. 26-36  

3. 満崎雅咲, 吉井瑛美, 外園海稀, 赤松利恵, 新保みさ, 小島唯, 2022, “就労者における

在宅勤務と家族との共食頻度”, 日本健康教育学会誌,  30 巻 1 号 p. 26-36  

4. 中易萌香, 深澤向日葵, 赤松利恵, 小島唯, 新保みさ, 2022, “新型コロナウイルス感染

症の感染拡大前と比べて調理頻度が増加した者の属性と主食・主菜・副菜のそろった

食事の頻度”, 栄養学雑誌,  80 巻 2 号 p. 96-104  

5. Kawasaki, Y., Akamatsu, R. & Warschburger, P. 2022, "The relationship between 

traditional and common Japanese childhood education and adulthood towards 

avoiding food waste behaviors", Waste Management, vol. 145, pp. 1-9.  

6. 頓所希望, 赤松利恵, 小松美穂乃, 2022, “飲食店経営者の健康な食事に対する信念─

健康な食事を売れないと考える経営者の特徴─”, 栄養学雑誌,  80 巻 3 号 p. 169-

176  

7. 頓所希望, 赤松利恵, 外園海稀, 江田真純, 井邉有未, 柄澤美季, 2022, “飲食店におけ

る健康を考慮した食品ロスの削減─ウェブサイトに公開された自治体の取組─”, 栄養

学雑誌,  80 巻 3 号 p. 201-209  
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8. 赤松利恵, 2022, “飲食店経営者の「健康日本 21」の認知度と目標「適切な量と質の食

事をとる者の増加」に関する取組の実施状況．”, 栄養学雑誌, 80 巻 3 号 p. 185-193  

9. 江田真純, 河嵜唯衣, 赤松利恵, 藤原葉子, 2022, “居住形態別にみた女子大学生の野
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239-245  
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Health, vol. 19, no. 17.  
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Sports Medicine, vol. 71, no. 5, pp. 417-429.  

12. Izawa, S., Nakamura-Taira, N., Yoshikawa, T., Akamatsu, R., Ikeda, H. & Kubo, 

T. 2022, "Conversation time and mental health during the COVID-19 pandemic: 

A web-based cross-sectional survey of Japanese employees", Journal of 

Occupational Health, vol. 64, no. 1.  

13. Kawasaki, Y., Akamatsu, R., Fujiwara, Y., Omori, M., Sugawara, M., Yamazaki, 
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eating literacy and resident status with energy, nutrients, and food consumption 
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ESPEN, vol. 51, pp. 419-423.  

14. 望月泉美, 串田修, 赤松利恵, 村山伸子, 2022, “都道府県と保健所設置市および特別

区における飲食店等を通した食環境整備のマネジメント実施状況”, 日本公衆衛生

学会誌,  69 巻 10 号 p. 833-840  

15. Nagao-Sato, S., Akamatsu, R., Karasawa, M., Tamaura, Y., Fujiwara, K., 

Nishimura, K. & Sakai, M. 2023, "Associations between patterns of participation 

in community activities and social support, self-efficacy, self-rated health among 

community-dwelling older adults", Journal of psychiatric research, vol. 157, pp. 
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おける飲酒頻度変化の関連要因”, 日本健康教育学会誌,  30 巻 4 号 p. 271-282  

17. 鮫島媛乃, 赤松利恵, 林芙美, 武見ゆかり, 2022, “環境負荷が少ない健康な食事の食

品群別使用量―窒素フットプリントを用いた分析から―”, 栄養学雑誌,  80 巻 6 号 

p. 307-316  
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18. Kawasaki, Y., Nagao-Sato, S., Yoshii, E. & Akamatsu, R. 2023, "Integrated 

consumers' sustainable and healthy dietary behavior patterns: Associations 

between demographics, psychological factors, and meal preparation habits 

among Japanese adults", Appetite, vol. 180.  
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斎藤 悦子  
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家族介護者の働き方と生活資源マネジメントの課題」『コロナ禍の労働・生活とジェン
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4. Sudo, N., Tsuboyama-Kasaoka, N., Shimada, I., Sato, K. & Kubo, A. 2022, 

"Attitudes toward using "Simple simulator for calculating nutritional food stocks in 

preparation for large-scale disasters" among local governmental personnel and 

public health dietitians in Japan: An explanatory mixed methods study", AIMS 

Public Health, vol. 9, no. 4, pp. 734-757.  



   

 

 23  

 

5. Caballero, Y., Matakawa, K., Ushiwata, A., Akatsuka, T. & Sudo, N. 2023, 

"Nutritional Intake Differences in Combinations of Carbohydrate-Rich Foods in 

Pirapó, Republic of Paraguay", Nutrients, vol. 15, no. 5.  

6. Kobayashi, H., Sudo, N., Tsuboyama-Kasaoka, N., Shimada, I. & Sato, K. 2023, 

"Validity and reproducibility of food photographic estimation for evaluating meals 

in evacuation shelters", AIMS Public Health, vol. 10, no. 1, pp. 169-182.  

7. 新藤由芽,  須藤紀子, 2023, “「書き込み式高齢者施設における非常時給食マニュアル

作成も手引き」および「食事提供訓練用アクションカード」の開発”, 日本給食経営管

理学会誌, 17(1): 32-45  

8. Sugiyama, S. Sudo, N., Mukuralinda, A, Mujawamariya, P., Mukantwali, C., 

Ruganzu, V., Iiyama, M., 2023, “Evaluation of food security using food consumption 
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（2）学会等活動 

  所属研究者が筆頭又は共同発表者として行った学会発表は、以下の通りであった。 

 ・国際学会：招待講演 1 件、口頭発表 14 件、ポスター発表 16 件 計 31 件 

 ・国内学会：招待講演 11 件、口頭発表 80 件、ポスター発表 52 件 計 143 件 

 

（3）獲得した外部資金 

所属研究者が研究代表者または分担者として獲得した外部資金は、以下のとおりであっ

た。 

・科研費を獲得しての研究プロジェクト：25 件 

・その他の外部資金を獲得しての研究プロジェクト：22 件 

・学内競争的資金を獲得しての研究プロジェクト：8 件 

計 55 件 

 

（4）企業との共同研究 

2022 年度は、15 件の共同研究が、民間企業と連携して実施された。 

 

（5）特許 

 2022 年度は、3 件の特許が取得された。 
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Ⅳ．教育部門 

1．三菱 UFJ 環境財団寄付講座 

 文理融合リベララルアーツの中に、三菱 UFJ 環境財団寄付講座「生命と環境７ 生活と

環境」「生命と環境１０ 環境問題と社会」（前期、金曜 3～4 限、1～4 年次、選択、2.0 単

位）を開講し、本学研究員が科目及び授業を担当した。 

 

本研究所員の担当した講義 

担当教員 科目名 担当内容及び講義タイトル 

藤原 葉子 生命と環境７ 科目担当 

中久保 豊彦 生命と環境７ 

科目担当と授業 

第 1 回 全体ガイダンス：環境学が目指すところ 

第 2 回 食品廃棄物の発生と循環形成 

第 3 回 機能・役割の変遷を踏まえた生活排水処理

インフラの将来像 

赤松 利恵 生命と環境７ 
第 4 回 SDGs と食環境～地球と私たちの両方に健

康な食を考える～ 

長澤 夏子 生命と環境７ 第 10 回 災害と建築計画 

長谷川 直子 生命と環境１０ 

科目担当と授業 

第 1 回 授業の概観：地球規模の環境問題ー市民生

活の視点からー 

第 14 回・第 15 回 森林保全と間伐材割り箸の福祉

作業施設についてのオンライン学習（半日） 

清本 正人 生命と環境２３ 科目担当・実習全般 

 

2．2022 年度 SDG-UP 共同教育サーティフィケート・プログラム（パイロット事業）「国連

SDGs 入門」 

 2021 年度から本学は国連大学 SDG 大学連携プラットフォーム（SDG-UP）に参加して

おり、2022 年度は本研究所が参加の窓口として、所長と特任教授がメンバーに正規エント

リーした。SDG-UP カリキュラム分科会で、大学生（原則として学部 1～2 年生）を対象に

一般教養科目「国連 SDGs 入門」を開発するにあたり、本学から岡村利恵特任講師がカリ

キュラムの 1 コマ（「ジェンダー・人権②、45 分）を作成した。完成した一連のカリキュラ

ムが参加大学で共有され、本学学部生へ履修を呼びかけた。その結果、2 名の学生が全 15

回のオンデマンド講義、反転授業を受講し、提出した最終課題が評価され、2023 年 2 月に

サーティフィケート（修了証）を授与された。 
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3．国連大学本部大学間連携活動 BIG IDEAS:SDGs に関する対話シリーズ 

SDGs 関連の社会課題に貢献しうる若手人材の育成と研究展開を日本から発信する事業

である国連大学本部大学間連携活動 BIG IDEAS:SDGs に関する対話シリーズ（2022 年度

は 21 回の開催）について、研究所から学生に周知した。数名の参加があった。 

 

4．附属学校園との連携教育 

本研究所学生委員（P.54）に最先端のエシカル教育を学ぶ機会を提供するため、附属小学

校・中学校・高校の授業等を参観させた。 

 

参観した授業等の概要 

年月 連携先 授業概要 参加人数 

2023 年 2 月 附属小学校 公開研究会への参加 3 名 

2023 年 2 月 附属中学校 家庭科、社会科（公民的分野）授業 10 名 

2023 年 3 月 附属高校 Super Science Highschool 報告会 8 名 
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Ⅴ．企画調整部門 

1．シンポジウム・セミナーの開催 

（1）研究所開設記念キックオフシンポジウム 

【タイトル】SDGs 推進研究所設立記念キックオフシンポジウム   

「生活者起点で実現する SDGs」―OCHA-SDGs の新たな挑戦 － 

  

 【目的】 本学で新しく開始された、 

生活者起点の SDGs 推進研究・活動

「OCHA- SDGs」を紹介するととも

に、様々なセクターの関係者とディスカ

ッションすることを企図し、シンポジウ

ムと産官学交流会を開催した。  

 

【成果】 企業、大学、行政機関等から 会

場参加とオンライン視聴参加者合わせて

376 名の参加があった。多方面で活躍す

る人々に対し、「OCHA- SDGs」のコン

セプトを周知でき、産官学連携の認識を

深めることができた。また、来場者に本

学学生委員の活動も周知したことで、本

格的な活動開始に繋がった。  

 

 

【シンポジウム概要】  

日時  2022 年 10 月 19 日（水）14：00～16：30  

開催方式  対面とオンラインのハイブリッド方式  

【対面会場】講堂「徽音堂」【オンライン視聴】Zoom ウェビナー  

申込者数  338 名  

（※申込者の主な所属一覧は P.34 参照）  

参加者数  376 名  

（【対面会場】117 名、【オンライン視聴】259 名）  

 【産官学交流会】  

日時  2022 年 10 月 19 日（水）17：00～18：00  

会場  国際交流留学生プラザ ２階 Commons2  

参加者  約 60 名（主な参加者の詳細は P.33 参照）  

ポスター 
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 【プログラム】  

総合司会 笠松千夏 お茶の水女子大学 SDGs 推進研究所特任教授  

14：00～  開会の挨拶 佐々木 泰子 お茶の水女子大学長  

14：05～  ご来賓挨拶 小池 百合子  東京都知事  

      森 晃憲    文部科学省 研究振興局長  

      茂木 正    経済産業省 商務・サービス審議官  

      成澤 廣修   文京区長  

      白波瀬 佐和子 国際連合大学 上級副学長  

              国際連合 事務次長補  

      包括連携協定締結民間企業  

      有元 龍一   日本工営㈱ 取締役会長  

      井阪 隆一   ㈱セブン＆アイ・ホールディングス  

              代表取締役社長  

14：25～  基調講演 1：SDGs は地球市民の未来  

      新井 ゆたか 消費者庁長官  

14：40～  基調講演 2：産業界における SDGs 推進の重要性  

      長谷川 知子 日本経済団体連合会 常務理事  

14：55～  プレゼンテーション：SDGs 推進研究所について  

      藤原 葉子  お茶の水女子大学 SDGs 推進研究所長  

15：10～  休憩  

15：15～  パネルディスカッション：OCHA-SDGs に期待すること  

ファシリテータ  

菊池 淳子  お茶の水女子大学 SDGs 推進研究所 

客員研究員  

パネリスト  太田 朝弓  お茶の水女子大学 文教育学部３年  

           鈴木 由香  大日本印刷㈱ 

サステナビリティ推進部 部長  

                  釣流 まゆみ ㈱セブン＆アイ・ホールディングス  

執行役員  

                  中久保 豊彦 お茶の水女子大学 SDGs 推進研究所副所長  

           森島 千佳  味の素㈱ 執行役 サステナビリティ・ 

コミュニケーション担当  

          葭内 ありさ お茶の水女子大学附属高等学校教諭  

16：25～  閉会の挨拶 太田 裕治 お茶の水女子大学 副学長  
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ご登壇者名（ご登壇順）および主な産官学交流会参加者 

お名前 肩書 

小池 百合子  東京都知事  

森 晃憲  文部科学省 研究振興局長  

茂木 正  経済産業省 商務・サービス審議官  

成澤 廣修  文京区長  

白波瀬 佐和子  国際連合大学 上級副学長 国際連合 事務次長補  

有元 龍一  日本工営㈱ 取締役会長  

井阪 隆一  ㈱セブン＆アイ・ホールディングス 代表取締役社長  

新井 ゆたか  消費者庁長官  

長谷川 知子  日本経済団体連合会 常務理事  

鈴木 由香  大日本印刷㈱ サステナビリティ推進部 部長  

釣流 まゆみ  ㈱セブン＆アイ・ホールディングス 執行役員  

森島 千佳  味の素㈱ 執行役  

サステナビリティ・コミュニケーション担当  

井関 俊夫  東京海洋大学 学長  

都築 稔  日本薬科大学 副学長  

加藤 俊一  中央大学 副学長  

佐藤 法仁  国立大学法人岡山大学 副理事  

宮井 真千子  森永製菓㈱ 取締役 常務執行役員  

 

【記念撮影】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シンポジウムの様子（パネルディスカッション）】 
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  【産官学交流会の様子】  

         

  

  

 

 

 

  

 

オンライン視聴参加申込者の主な所属先（50 音順） 

大学：青森県立保健大学、青森県立保健大学大学院、青森中央短期大学、茨城大学、岩手大

学、宇都宮大学、岡山大学、帯広畜産大学、活水女子大学、神田外語大学、北九州市立大学、

北見工業大学、京都府立大学、慶應義塾大学、高知県立大学、国士館大学、国連大学、静岡

大学、芝浦工業大学、島根大学、聖徳大学、女子栄養大学、千葉商科大学、中央大学、東京

大学、東京薬科大学、東洋英和女学院大学、長野県立大学、奈良教育大学、新潟県立大学、

新潟大学、日本女子大学、弘前大学、福岡女子大学、北海道大学、三重大学、山形大学 

 

企業：味の素㈱、イオン㈱、NHK、MS&AD インシュアランスグループホールディングス

㈱、㈱科学新聞社、キッコーマン㈱、キヤノン㈱、キリンホールディングス㈱、JFE エンジ

ニアリング㈱、㈱J-オイルミルズ、㈱J-パック、住友重機械工業㈱、㈱セブン＆アイ・ホー

ルディングス、大日本印刷㈱、高砂香料工業㈱、TDK㈱、帝人㈱、東急不動産㈱、東京ガス

㈱、㈱東芝、東洋紡㈱、凸版印刷㈱、日清オイリオグループ㈱、日清製粉グループ本社㈱、

日清紡ホールディングス㈱、日本ハム㈱、㈱日本経済新聞社、日本工営㈱、長谷川香料㈱、

富士電機㈱、マツダ㈱、三井物産㈱、㈱三菱総合研究所、㈱三菱 UFJ フィナンシャル・グ

ループ、森永製菓㈱、森永乳業㈱ 

 

その他機関：高エネルギー加速器研究機構、国立医薬品食品衛生研究所、国立研究開発法人

農業・食品産業技術総合研究機構、消費者庁、農林水産省、船橋市教育委員会 

 

【参加者アンケート】 

会場参加者とオンライン視聴参加者に、シンポジウム終了後アンケートを実施した。

127 名より回答が得られた。アンケートの結果より、参加者の満足度の高いシンポジウム

が開催できたことがわかった。次項以降にアンケート結果と自由記述欄に書かれた感想の

抜粋を掲載する。 
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参加者アンケート（回答者 127 名/参加者） 
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自由記入欄感想抜粋（1） 

会場参加  

/オンライン  
年代  感想  

会場参加;  10 代  若者の私が頑張らなければと思いました。  

会場参加;  20 代  SDGs のことは知識として知っていましたが、本日のシンポジウムで

お茶大がどのように生活者の立場から推進していくかなどを聴いて、

今までより身近なことに感じました。  

会場参加;  20 代  様々なセクターの方から SDGs の取組や今後の展望のお話を伺うこと

ができ、自分の研究の向かう方向性が見えるなど、勉強になりました。  

会場参加;  50 代  お茶大ならではの特徴を生かして、アピールしてほしい。  

また、食など他大学より進んでいる部門によりフューチャーしたらい

いと思います。SDGs 自体が漠としているので分かりやすくお願いい

たします。  

会場参加;  50 代  実装、生活者の立場から、という視点で期待しております。お茶大らし

い取り組みを期待しています。  

会場参加;  50 代  本日はシンポジウムに参加させていただき、産官学の様々なお立場の

方から貴重なお話を聞くことができました。ありがとうございました。  

一人一人の意識と行動の積み重ねが、協調社会の実現に向かう大事な

出発点になっていることを改めて感じました。そして OCHA-SDGs が

テーマとされている生活者視点での取り組みと、大学附属学校園や企

業との幅広いパートナーシップが、これからの未来に向けて重要な役

割を果たしていくことを確信しました。  

オンライン  20 代  先進的に取り組みをされており、学生が学びたいと思える環境を整え、

提供及び支援をされているなという印象を受けました。若い世代が社

会課題についてしっかり考えているところを見ると、自分自身もより

周囲に目を向け行動を起こしていかなくては、と感じました。  

オンライン  20 代  SDGs 推進研究所が様々なパートナーと連携することを通して、お茶

大のみならず、地域を、国を、そして世界をケアするためのハブとなる

であろうと感じました。  

オンライン  30 代  附属幼稚園保護者として参加させて頂きましたが、とても分かりやす

い内容で学生の方の意見も拝聴でき、とても有意義なシンポジウムだ

ったと思います。  

これからの時代を生きる子の母親として、学び合う姿勢を忘れずに育

児に励みたいと思いました。  
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 自由記入欄感想抜粋（2） 

会場参加  

/オンライン  
年代  感想  

オンライン  30 代  消費者の立場での SDGs、具体的に何ができるのか興味を持ち、一般人

ですが参加させていただきました。ひとつひとつの説明が丁寧で、

SDGs について漠然としたイメージしかなかった私でも、非常に分か

りやすく有益なシンポジウムでした。セキュリティやコロナ禍でなか

なか難しいかもしれませんが、また私のような一般人でも参加できる

機会があれば嬉しいです。また、子供と参加できるような機会があれ

ば、親子で取り組む機会になると思いました。  

オンライン  50 代  多くの有力なステークホルダーの方々と強力なパートナーシップで推

進されることを期待します。また、附属学校との協働についても、学生

を巻き込んだ活動を含めて、この分野で先導的な役割を担って行かれ

るのかなと感じました。  

 

【サスティナビリティに配慮した飲食物の提供】 

来賓対応や交流会の実施にあたり、味の素㈱、キリンホールディングス㈱ 、ポッカサ

ッポロフード＆ビバレッジ㈱ 、㈱明治、㈱ロッテより、サスティナビリティに配慮した

飲食物の提供があった。来賓控室や交流会会場で各社の SDGs に関わる取り組みポスター

と共に提供した。  

 

 

 

 

 

                                                    

  

 

 

  



   

 

 38  

 

（2）台北医科大学との国際共同セミナー 

2022 年に本学 SDGs 推進研究所と台北医科大学栄養学部との間で、持続可能な開発目標

に関する連携推進のための覚書（Memorandum of Understanding: MOU）を締結した。こ

の MOU に基づき、2022 年 9 月 8 日に「高齢者の食」に関する国際共同セミナーをオンラ

インで開催した。本学から 2 名、台北医科大学からは 3 名が登壇した。 

 

【概要】  

国際共同セミナー「高齢者の食」  

International Webinar for Promotion of Food Education for Elderly Adults     

日時  2022 年 9 月 8 日(木)   

開催方式  【オンライン視聴】Zoom ウェビナー  

参加者  63 名  

本学からの  

登壇者  

藤原 葉子所長（クロージングスピーチ）  

市 育代研究員（発表） “Preventing Frailty from an Eating Point of 

View  Among Community-dwelling Older Adults”    

博士後期課程 2 年 佐藤 清香さん（発表） 

”The prevalence of Undernutrition and Lipid Intake   

in Nursing Homes”  

登壇者を含め、当大学からは 9 名が参加した。 

  

【セミナーの様子】  
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【台北医科大学 HP に掲載された本学との提携とセミナーの紹介】  

http://tmubt.azurewebsites.net/archives/16783  
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2．産学連携 

（1）日本工営㈱と連携協定による活動 

本学と日本工営㈱｛本社：東京都千代田区、代表取締役社長:有元龍一（協定締結時）｝

は、2021 年 4 月 20 日に「SDGs に関する包括的連携・協力に関する協定書」を締結して

いる。2022 年度は、キックオフシンポジウム（P.31）の開催にあたり、コンサルティン

グや人員派遣などで連携した他、産学連携プラットフォーム構築（P.41）でも連携した。 

 

（2）㈱セブン＆アイ・ホールディングスと SDGs に関する包括的連携協力に係る協定締結 

本学と㈱セブン&アイ・ホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：

井阪隆一）は、2022 年 9 月 26 日（月）に「SDGs に関する包括的連携協力に係る協定

書」を締結し、同日に調印式を行った。  

本学と㈱セブン&アイ・ホールディングスはこれまでに、学生と企業との SDGs をテー

マにした情報交換を実施する等、社会課題解決のための取り組みについて検討してきた。

今回、双方の持つリソースを活かし、SDGs 目標達成への取り組みを加速させたいとの想

いから、共同研究や実証実験を通じた新たな社会価値の創造や課題解決につながる取り組

みを検討、推進することを目的とした協定を締結した。産学が連携し、未来世代とともに

豊かで持続可能な未来の実現を目指す。  

＜協定概要＞  

1. 協定の名称 SDGs に関する包括的連携協力に係る協定  

2. 協定締結日 2022 年 9 月 26 日（月）  

3. 協定の目的  

多面的な連携のもと、SDGs を基盤とした共同研究、イベントの共同開催などによ

る人材育成及び教育研究分野で相互に協力し、国際社会、地域社会に貢献すること

を目的とする。  

4. 連携事項  

上記の目的を達成するために、次の項目について連携し協力していく。  

a. 将来を担う未来世代への支援・健全育成に関すること  

b. 教育・人材育成の相互支援    

c. 研究交流及び人材交流  

d. 共同研究等の研究協力  

e. 研究成果の普及及び活用  

f. 研究施設・設備の相互利用  

g. その他本協定の目的を達成するために双方が必要と認める事項  
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協定書調印式の様子 

 

（3）日本工営㈱、㈱セブン＆アイ・ホールディングスを中心とした産学連携プラットフォ

ーム構築   

日本工営㈱、㈱セブン＆アイ・ホールディングスを中心とした産学連携プラットフォーム

を構築し、2023 年 2 月に「第 1 回企業連携 OCHA-SDGs コンソーシアム」を開催した。 

 

【概要】 

第 1 回企業連携 OCHA-SDGs コンソーシアム 

日時  2023 年 2 月 3 日（金）10：00～12：00   

開催方式  ハイブリッド 

【会場】お茶の水女子大学 国際交流留学生プラザ 3 階 セミナー室 

【オンライン】Zoom  

参加者  16 名+学生委員  

 

内容： 

企業からの SDGs 話題提供（15 分） 森永製菓㈱ 宮井 真千子様 

SDGs 政策側からの話題提供（15 分） 岡山大学 佐藤 法仁様 

各企業様の関心、進捗など（60 分） 

今後の連携について（30 分） 

 

開催の趣旨： 

・SDGs 達成のためのエコシステムを構築し、大学・企業双方のプレゼンス向上につなげる。 

・各企業でSDGsを牽引する立場から、OCHA-SDGsのあるべき姿について提言いただく。 

 

学外からの参加者のご所属：味の素㈱、岡山大学、㈱セブン＆アイ・ホールディングス、大

日本印刷㈱、㈱林原、森永製菓㈱ 
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成果： 

 このコンソーシアムによって、企業が本学に期待することが明確化した。また、学生の声

を企業に届けることができた。そして、本研究所と企業との継続的な連携が合意された。 

 

 

 

当日の様子 
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3．地域連携 

（1）文京区内大学サスティナビリティ関連取り組み紹介のための交流・意見交換会への 

参加 

 2022 年 12 月 21 日（水）東京大学本郷キャンパス福武ラーニングシアターにて、主に

大学でサスティナビリティ分野の活動に従事している教職員・学生を対象とし、開催され

た (オンライン同時開催) 。  

      初めに東京大学大久保達也理事・副学長による開会の挨拶

と、成澤廣修文京区長による来賓の挨拶があった。その後、

各大学での取り組み紹介と参加大学によるパネルディスカッ

ションが行われた。各大学での取り組み紹介として、本学か

らは藤原葉子 SDGs 推進研究所長が初めに登壇した。お茶の

水女子大学で取り組む SDGs（OCHA-SDGs） の特徴と

SDGs 推進研究所学生委員の活動第 1 弾であるフードドライ

ブ（10/25～27 実施）を紹介した。これに続き、東京大学、

東洋大学、日本女子大学、日本薬科大学、東京大学消費生活

協同組合（大学生協）が各 SDGs 関連の取り組み事例につい

て紹介した。パネルディスカッションでは、各大学の着眼点

が取り上げられ、日本女子大学は防災備蓄品の入れ替え、東

京大学は温室効果ガス削減目標におけるライフサイクルアセ

スメント（LCA）、東洋大学は学生 SDGs アンバサダー制度とおにぎりアクション、日本

薬科大学は地域との連携について追加説明を行った。(本学は企業との連携について触れ

た。) 総括として、本学赤松利恵副学長が大学生協を含めた大学間連携について期待を述

べた。 学生目線や SNS 活用が重要とのことで、今後は「食（フードロス対策など）」

「水（ペットボトル削減など）」をキーワードに、文京区フードロス削減キャンペーンや

文京区食べ切り協力店等と連携し、学生主体の活動を推進していくと述べた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日の様子 

 

ポスター 

https://www.cf.ocha.ac.jp/sdgs/news/d011516.html
https://www.cf.ocha.ac.jp/sdgs/news/d011516.html
https://www.jwu.ac.jp/unv/topics/2022_1122_01.html
https://www.u-tokyo.ac.jp/content/400200083.pdf
https://www.u-tokyo.ac.jp/content/400200083.pdf
https://www.u-tokyo.ac.jp/content/400200083.pdf
https://www.toyo.ac.jp/news/social-partnership/csc/20220613/
https://www.toyo.ac.jp/-/media/Images/Toyo/SDGs/WEEK/20221023csc-volunteer.ashx?la=ja-JP
https://www.nichiyaku.ac.jp/regional-alliances/partner-product/
https://www.nichiyaku.ac.jp/regional-alliances/partner-product/
https://www.city.bunkyo.lg.jp/tetsuzuki/recycling/syokuhinrosu/foodloss.html
https://www.city.bunkyo.lg.jp/tetsuzuki/recycling/tenpo/tabekirisyokai.html
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（2）東京大学との GX に向けた地域連携モデルの模索 

2022 年 9 月より、「文京区内大学連携 GX（Green Transformation）」と題し、文

京区長発案のもと東京大学を中心に、区内 SDGs 推進活動について打ち合わせてい

る。2022 年 12 月 21 日に本郷キャンパスで行われた 5 大学合同の意見交換会は、こう

した打ち合わせの成果として開催されたものである。  

 GX に関する文京区内大学の連携に関する会議を、2022 年 9 月 5 日と 11 月 28 日に

行った。5 大学（お茶の水女子大学、東洋大学、日本薬科大学、日本女子大学、東京

大学）の担当者が招集され、2022 年 9 月 5 日の会合では全大学が、11 月 28 日の会合

では本学、日本女子大学、東京大学が参加した。  

9 月 5 日の会合では、とりわけ地球温暖化に関わる顕著な問題としてフードロスが

上げられ、当連携を通し学生主体の活動をどう構想するか、話し合った。本学として

は、フードロスが当研究所の掲げる「生活者起点」に直結する問題であり、学生主体

の活動を通し推し進めたい意向を強調し、2022 年 10 月の開催を控えていたフードド

ライブの告知を行った。各 5 大学も学生主体の団体（本研究所でいう学生委員）の立

ち上げにおける形や募り方を検討していた。本学学生委員も本テーマを皮切りに活動

を活発化できるのではないかと期待された。当日の参加者に 10 月 19 日の本研究所キ

ックオフシンポジウムの招待をし、会は終了した。  

 11 月 28 日の会議では、大久保副学長による 12 月 21 日の交流・意見交換会につい

て連絡の後、各大学で SDGs 推進活動の進捗状況を共有した。本学は笠松特任教授が

キックオフシンポジウム参加へのお礼を述べ、㈱セブン＆アイ・ホールディングスと

行ったフードドライブが学生主体で行われたことを報告した。  
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4．国際連携 

（1）台北医科大学との Memorandum of Understanding（MOU）締結 

お茶の水女子大学と台北医科大学とは、2018 年から国際交流協定を締結しているが、こ

れに加えて、2022 年から本学 SDGs 推進研究所と台北医科大学栄養学部との間で、持続可

能な開発目標に関する連携推進のための覚書（Memorandum of Understanding: MOU）を

締結した。  

MOU には、客員研究員の交換や共同研究プロジェクトの企画、国際セミナーなどの合同

開催などを通し、国際的なパートナーシップを築きながら SDGs 推進研究を継続して実施

することが記載されている。この覚書締結による提携関係の有効期間は 5 年間とし、以下

の交流により両大学が持続可能な開発目標に関する連携推進に努めることとなった。 

  

‐客員研究員の交換  

‐SDGs 分野における共同研究プロジェクト  

‐両大学の参加のもと共同国際会議、セミナー、シンポジウム、ワークショップその他イベ

ントの開催  

‐SDGs 推進活動に関する経験・情報の共有  

  

初めての国際交流共催企画として両大学参加のもと、国際セミナーが行われた。 （P.38

参照） 
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5．附属学校園との連携 

 

（1）フードドライブ 

2022 年 10 月、家庭科教員を中心に附属学校園と連

携を図り、フードドライブを共同実施した。本活動は、

㈱セブン＆アイ・ホールディングスとの連携の一環と

しての役割も担っていた。学生・生徒・保護者から幅

広く協力を得て、合計 200kg 以上の食品を収集し、フ

ードバンクである NPO 法人セカンドハーベスト・ジ

ャパン（東京都台東区）に寄付した。事後報告会では、

お茶大らしいフードドライブとは何かについて議論

し、来年度も継続する方向で合意した。本取り組みは、

附属学校園との連携を深める契機となった。 

 

 

 

 

 

 

 

（2）附属学校授業参観・公開研究会参加 

P.30 参照。 

 

 

  

フードドライブ活動の参加を呼び

掛けるポスター（学生委員作成） 
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6．アウトリーチ活動 

関連する SDGs の目標別に記載した。※重複する項目は、（  ）に記載 

目標 2 に関連するアウトリーチ活動 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 主な対象者 

2 
森光 康次

郎 

2022年

12月 

令和４年度文化カレッジ

食の視点から考える

SDGs〜食料・飼料とし

ての昆虫〜 

公益財団法人

としま未来文

化財団 

一般 

2 由良 敬 
2023年

1月 

令和４年度文化カレッジ

食の視点から考える

SDGs〜食料・飼料とし

ての昆虫〜 

公益財団法人

としま未来文

化財団 

一般 

 

目標 3 に関連するアウトリーチ活動（1） 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 主な対象者 

3 赤松 利恵 
2022年

6月 

School Food Around the 

World: Lessons for 

Canada Japan's school 

food program webinar 

The Coalition 

for Healthy 

School Food 

一般 

3 赤松 利恵 
2022年

6月 

東京都多摩小平保健所栄

養管理講習会 

東京都多摩小

平保健所 
専門職 

3 (4) 赤松 利恵 
2022年

6月 

令和 4 年度湘南三管内食

育研修会 

神奈川県教育

委員会教育局

湘南三浦教育

事務所 

専門職 

3 赤松 利恵 
2022年

7月 

令和 4 年度宮城県学校給

食研究協議会研修会 

宮城県教育委

員会 
専門職 

3 赤松 利恵 
2022年

8月 

第 63 回全国栄養教諭・

学校栄養職員研究大会第

5 分科会指導助言 

文部科学省、

大分県教育委

員会他 

専門職 
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目標 3 に関連するアウトリーチ活動（2） 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 主な対象者 

3 (4) 赤松 利恵 
2022年

8月 

令和 4 年度東京都学校栄

養職員経験者前期（6 年

次）研修 

東京都教育長

地域教育支援 
専門職 

3 新田 陽子 
2022年

9月 
プレゼミナール 

お茶の水女子

大学 
高校生 

3 赤松 利恵 
2022年

9月 

板橋区健康づくり協力店

講習会 

板橋区健康生

きがい部 
一般 

3 赤松 利恵 
2022年

9月 

令和 4 年度福士保険局・

東京都立病院機構専門研

修選種職務専門研修 

「栄養士（病院・保健所

等）」 

東京都福祉保

健財団 
専門職 

3 

(12) 
赤松 利恵 

2022年

9月 
2022 年度徽音塾 

お茶大女性リ

ーダー育成

塾：徽音塾 

一般 

3 (4) 赤松 利恵 
2022年

10月 

三重県栄養教諭・学校 

栄養職員協議会研修会 

三重県栄養教

諭・学校栄養

職員協議会 

専門職 

3 赤松 利恵 
2022年

11月 

横浜市給食施設栄養管理

研修会 

横浜市健康福

祉局 
専門職 

3 
森光 康次

郎 

2022年

11月 
食物実技講習会 

栄養改善普及

会 
一般 

3 新田 陽子 
2022年

11月 
模擬授業 

お茶の水女子

大学学祭実行

委員会 

一般 

3 須藤 紀子 
2022年

11月 

令和４年度鎌倉保健福祉

事務所保健衛生研修 

神奈川県鎌倉

保健福祉事務

所 

行政職員、

在宅栄養

士、在宅歯

科衛生士 

3 赤松 利恵 
2022年

11月 

令和 4 年度小金井みんな

の給食委員会講演会 

小金井市教育

委員会 

専門職・一

般 
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目標 3 に関連するアウトリーチ活動（3） 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 主な対象者 

3 

(4) 
赤松 利恵 

2022年

12月 

令和 4 年度栄養教諭・ 

学校栄養職員研修 

広島市教育委

員会 
専門職 

3 須藤 紀子 
2023年

1月 

令和４年度専門研修 

「栄養士」 

特別区職員研

修所 
栄養士 

3 須藤 紀子 
2023年

2月 

講演「給食施設における

災害への備え」 

多摩立川保健

所 

管理栄養

士・栄養

士・調理師

等 

3 須藤 紀子 
2023年

2月 

高知市災害時栄養・食生

活支援活動マニュアル 

検討委員会 

高知市保健所

健康増進課 
庁内栄養士 

3 赤松 利恵 
2023年

2月 

第 10 回日本栄養改善学

会九州・沖縄支部学術 

総会市民公開講座 

日本栄養改善

学会九州・沖

縄支部 

専門職・一

般 

3 佐藤 瑶子 
2023年

2月 

目黒区特定給食管理講習

会「大量調理のサイエン

ス」講師 

目黒区保健所 
区内給食従

事者 

3 (4) 赤松 利恵 
2023年

2月 

お茶の水女子大学附属小

学校第 85 回教育実際 

指導研究会食育部会 

お茶の水女子

大学附属小学

校 

専門職・一

般 

3 (4) 赤松 利恵 
2023年

2月 

生涯教育（基幹教育） 

実務研修 e ラーニング 

＜学校栄養分野＞ 

日本栄養士会 専門職 

 

目標 4 に関連するアウトリーチ活動（1） 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 
主な対

象者 

4（3) 赤松 利恵 
2022年

6月 

令和 4 年度湘南三管内 

食育研修会 

神奈川県教育

委員会教育局

湘南三浦教育

事務所 

専門職 
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目標 4 に関連するアウトリーチ活動（2） 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 
主な対

象者 

4 (3) 赤松 利恵 
2022年

8月 

令和 4 年度東京都学校栄養職

員経験者前期（6 年次）研修 

東京都教育長

地域教育支援 
専門職 

4 斎藤 悦子 
2022年

9月 

新フンボルト入試サブゼミア

ンペイド・ワークと生活時間 
入試課 高校生 

4 (3) 赤松 利恵 
2022年

10月 

三重県栄養教諭・学校栄養 

職員協議会研修会 

三重県栄養教

諭・学校栄養

職員協議会 

専門職 

4 浜野 隆 
2022年

11月 

講演「非認知能力の発達と 

教育「ウエルビーイングに 

向かう力を育てる」 

一般社団法人

ダヴィンチマ

スターズ 

一般 

4 (3) 赤松 利恵 
2022年

12月 

令和 4 年度栄養教諭・ 

学校栄養職員研修 

広島市教育委

員会 
専門職 

4 浜野 隆 
2023年

3月 

講演「全国学力・学習状況 

調査の成果と課題」 
宮城教育大学 

一般・

研究者 

4 (3) 赤松 利恵 
2023年

2月 

お茶の水女子大学附属小学校

第 85 回教育実際指導研究会

食育部会 

お茶の水女子

大学附属小学

校 

専門

職・一

般 

4 (3) 赤松 利恵 
2023年

2月 

生涯教育（基幹教育） 

実務研修 e ラーニング 

＜学校栄養分野＞ 

日本栄養士会 専門職 

 

目標 5 に関連するアウトリーチ活動（1） 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 主な対象者 

5 笠松 千夏 
2022年

5月 

ホームカミング・デイ

2022 しなやかに働く 

企業の女性リーダー 

お茶の水女子

大学 
一般 

5 (8) 斎藤 悦子 
2022年

6月 

お茶大 SCC 学修プログ

ラム「生活時間データ 

から考える将来」 

SCC SCC 学生 
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目標 5 に関連するアウトリーチ活動（2） 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 主な対象者 

5 斎藤 悦子 
2022年

7月 

SDGｓについて学ぶ 

①健やかな生活と 

ジェンダー平等 

徽音塾 徽音塾生 

5 (8) 斎藤 悦子 
2022年

8月 

令和４（2022）年度 

とちぎウーマン応援塾 

課題を読み取るワザ～ 

男女共同参画を進める 

統計の基礎知識と活用～ 

栃木県 栃木県民 

5 斎藤 悦子 
2022年

9月 

ジェンダード・イノベー

ション研究所産学交流会

研究紹介従業員の多様性

に関する企業の戦略 

IGI 企業 

5 斎藤 悦子 
2023年

2月 

女子中高生のためのイノ

ベーションセミナー第 2

回生活者の視点からイノ

ベーションを料理行動の

科学ー夫婦で家事を担う

ためにー 

理系女性育成

啓発研究所 
女子中高生 

5 斎藤 悦子 
2023年

3月 

ジェンダード・イノベー

ション研究所産学交流会

研究紹介イノベーション

を促進するための D&I 

IGI 企業 

 

目標 7 に関連するアウトリーチ活動 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 主な対象者 

7 
中久保 豊

彦 

2023年

3月 

令和 4 年度廃棄物資源 

循環学会関東支部主催 

講演会、研究発表会 

共催：お茶の水女子大学

SDGs 推進研究所 

廃棄物資源循

環学会関東支

部 

一般 
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目標 8 に関連するアウトリーチ活動 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 主な対象者 

8 (5) 斎藤 悦子 
2022年

6月 

お茶大 SCC 学修プログ

ラム「生活時間データ 

から考える将来」 

SCC SCC 学生 

8 (5) 斎藤 悦子 
2022年

8月 

令和４（２０２２）年度

とちぎウーマン応援塾課

題を読み取るワザ～男女

共同参画を進める統計の

基礎知識と活用～ 

栃木県 栃木県民 

8 斎藤 悦子 
2022年

11月 

R4 ハッピーキャリア 

縁カレッジワーク・ 

ライフ・バランス講義 

福井県 福井県民 

 

目標 11 に関連するアウトリーチ活動 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 主な対象者 

11 河合 英徳 
2023年

3月 

第 1 回「富岳」が拓く

Society5.0 時代のスマー

トデザインプロジェクト

シンポジウム 

理化学研究所 
一般，専門

職対象 

 

 

目標 12 に関連するアウトリーチ活動 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 主な対象者 

12 

(3) 
赤松 利恵 

2022年

9月 
2022 年度徽音塾 

お茶大女性リ

ーダー育成

塾：徽音塾 

一般 

 

目標 15 に関連するアウトリーチ活動 

目標 氏名 年・月 活動名 主催者 主な対象者 

15 植村 知博 
2022年

7月 
文京区植物講演会 文京区 一般 
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7．学内 SDGs 推進活動 

（1）THE インパクトランキングエントリー 

THE インパクトランキングは、イギリスの高等教育専門誌「Times Higher Education

（THE）」が主催する、大学の社会貢献の取り組みを国連の SDGs の枠組みを使って可視化

するランキングである。本学では今年度より THE の評価基準に基づき 2020 年度に実施し

た学内の SDGs の取り組みに関する情報を収集し、SDG3、4、5、17 でのエントリーを完

了した。結果は 2023 年 6 月に発表予定である。 

 

THE インパクトランキングの画面 

（https://www.timeshighereducation.com/impactrankings） 

 

（2）SDGs 学内認知度初期値設定のための調査 

学内の SDGs 認知度初期値の取得のため、質問紙調査を実施した。2023 年 3 月末日まで

に収集したデータのうち 362 名が有効回答であり、中間解析を実施した（資料 4）。2023 年

度新入生にも対象を広げ、調査を継続している。結果は 2023 年 11 月頃に公式 HP 等を通

じて発表する予定である。 
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（3）OCHA-SDGs 学生委員会設立 

 OCHA‐SDGs 学生委員会とは、学内の SDGs 推進活動を行う学生団体である。2022 年

11 月に、本研究所のサポートを受けて発足した。Education for Sustainable Development 

（ESD）班、食班、環境班の 3 部門に分かれ、学内の SDGs 推進活動を開始した。 

 

学生委員会活動例 

1）フードドライブ 

 附属学校園と連携して、フードドライブを実施した。（詳細は、P.46 を参照） 

 

2）セカンドハーベストジャパン見学会 

2 月 18 日に学生委員 4 名がセカンドハーベストジャパンを訪問し、フードドライブで集

められた食品を保管する倉庫や利用者が食品を受け取る「フードパントリー」等を見学した。 

      

セカンドハーベストジャパン         フードパントリー内様子 

 

3）㈱日本フードエコロジーセンター見学会 

3 月 15 日に、スーパーや工場などで出た「食品ロス」を回収し、養豚用飼料にリサイク

ルする取り組みを行っている㈱日本フードエコロジーセンターを訪問した。飼料にリサイ

クルできる食品は栄養素や種類によって厳選しているため、家庭や飲食店で出た残飯など

は利用できないことなどを学んだ。 
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工場の外観          工場内の作業の様子 

 

4）OCHA-SDGs アクションアワード 

3 月 27 日に 2022 年度に行った活動や企画を各チームが報告し、投票により優れた活動

を選ぶ OHCA－SDGs アクションアワードを開催した。 

受賞した企画は以下の通りである。 

 

グランプリ：月間 SDGs 推進部隊 

準グランプリ：勉強会企画部隊 コオロギ（昆虫）食試食会 節分企画 

藤原所長賞：プラスチック回収 PJ（コンタクトレンズ＆キャップ回収） 

    

ポスター             表彰状 
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資料 

①国立大学法人お茶の水女子大学 SDGs 推進研究所規則 

②お茶の水女子大学 SDGs 推進研究所パンフレット 

③キックオフシンポジウムポスター 

④2022 年度 SDGs 認知度調査 中間報告書 

 

 



   

 

   

 

○国立大学法人お茶の水女子大学 SDGs推進研究所規則 

令和４年３月２９日 

制定 

（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人お茶の水女子大学サスティナブル社会実装機構規則第

４条第２項の規定に基づき、国立大学法人おｋ茶の水女子大学 SDGs推進研究所（以下「研

究所」という。）に関し必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 研究所は、サスティナブル社会実装機構に附属する研究所として、持続可能な開発

目標（以下「SDGs」という。）に関する総合的、国際的な研究及び教育並びに学内外にお

いて SDGs活動実践を行い、国際研究拠点を構築するとともに、SDGsの実現に貢献するこ

とを目的とする。 

（研究及び業務） 

第３条 研究所は、前条の目的を達成するため、次に掲げる研究及び業務を行う。 

(1) SDGsに関する基礎及び応用研究 

(2) SDGsに関する教育及び啓発に関する業務 

(3) SDGs実践活動に関する国内及び国際連携に関する業務 

(4) その他前条の目的を達成するために必要な業務 

（組織） 

第４条 研究所は、次に掲げる者をもって組織する。 

(1) 研究所長 

(2) 研究員 

(3) その他学長が必要と認めた職員 

２ 研究所に、次に掲げる者を加えることができる。 

(1) 副研究所長 

(2) 教員 

(3) プロジェクト管理者 

(4) 特任職員 

(5) 客員教員 

(6) 客員研究員 

(7) 研究協力員 

（研究所長） 

第５条 研究所長は、基幹研究院人文科学系、人間科学系及び自然科学系の系会議構成員で

ある教授のうちから学長が任命する。 

２ 研究所長は、研究所の業務を掌理する。 

３ 研究所長の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 



   

 

   

 

４ 研究所長が辞任を申し出たとき、又は欠員となったときの後任の者の任期は、前任者の

残任期間とする。 

（副研究所長） 

第６条 副研究所長は、本学の専任又は特任の教員のうちから、研究所長が指名する。 

２ 副研究所長は、研究所長から指定された業務を掌理する。 

３ 副研究所長の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ 副研究所長が辞任を申し出たとき、又は欠員となったときの後任の者の任期は、前任者

の残任期間とする。 

（プロジェクト管理者） 

第７条 プロジェクト管理者は、本学の専任又は特任の教員のうちから、研究所長が指名す

る。 

２ プロジェクト管理者は、研究所長の指示のもと、研究所の推進するプロジェクトを統括

する。 

３ プロジェクト管理者の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ プロジェクト管理者が辞任を申し出たとき、又は欠員となったときの後任の者の任期

は、前任者の残任期間とする。 

（研究員） 

第８条 研究員は、第３条に掲げる研究及び業務に従事する。 

２ 研究員は、本学専任の教員のうちから、学長が任命する。 

３ 研究員の任期は２年とし、その終期が研究員となる日の属する年度の翌年度の末日を

超えることとなる場合は、翌年度の末日までとする。ただし、再任を妨げない。 

（客員研究員） 

第９条 客員研究員は、第３条に掲げる研究及び業務に参画する。 

２ 客員研究員は、本学専任の教員以外の者を、学長が委嘱する。 

３ 客員研究員の任期は１年とし、その終期が委嘱する日の属する年度末を超えることと

なる場合は、年度末までとする。ただし、再任を妨げない。 

（研究協力員） 

第 10条 研究協力員は、第３条に掲げる研究及び業務に協力する。 

２ 研究協力員は、本学専任の教員以外の者を、研究所長が委嘱する。 

３ 研究協力員の任期は１年とし、その終期が委嘱する日の属する年度末を超えることと

なる場合は、年度末までとする。ただし、再任を妨げない。 

（運営会議） 

第 11条 研究所に、研究所の運営並びに研究及び業務に関する事項を審議するため、SDGs

推進研究所運営会議（以下「運営会議」という。）を置く。 

２ 運営会議は、次に掲げる者をもって組織する。 

(1) 研究所長 



   

 

   

 

(2) 副研究所長 

(3) 第４条第１項第２号に掲げる教員 

(4) 第４条第１項第３号に掲げる研究員 

(5) その他所長が必要と認めた者 

３ 運営会議の議長は研究所長をもって充て、議長は運営会議を主宰する。 

４ 運営会議の構成員は、第２条の目的を達成する上で必要な事項について、運営会議での

審議を求めることができる。 

５ 研究所長が必要と認めたときは、構成員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができ

る。 

６ 本条に定めるもののほか、運営会議に関し必要な事項は、別に定める。 

（事務） 

第 12条 研究所の事務は、研究・産学連携課が行う。 

（雑則） 

第 13条 この規則に定めるもののほか、研究所に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

 



➢ Research Section
Composed of faculty members on campus, 

we promote “seikatsu-sha-oriented" research focused on 
people’s comfort and sense of well-being to create a 
sustainable society. In addition, we aim to function as a 
platform where experts and researchers from different fields 
can collaborate.

➢ Planning and Coordination Section
We build partnerships both inside and outside of the 

campus that are indispensable for implementing our 
achievements in society, coordinate joint research among 
researchers from different fields, conduct research with 
companies, and arrange and support SDGs promotion activities 
through collaboration with affiliated schools.

➢ Education Section
Through the research data achieved by the research 

division and SDGs promotion activities, we provide SDG-related  
educational and research programs according to the 
developmental stage of students.

お茶の水女子大学
SDGs推進研究所

SDGs推進研究所とは

SDGsとは？

研究所の特色
➢ 生活科学を中心に他分野の研究者との協働
生活科学は多様な学術分野からなる複合領域であり、異分野の
研究者が協働して取り組みやすいという利点に加え、学内で行
われている環境、教育、海洋、情報などのSDGsに関連した多様
な研究、さらには文理融合型の共同研究にサステナブルな視点
を取り入れ、新たな課題解決にチャレンジすることが可能です。

➢ 生活者起点のSDGsの研究推進
お茶の水女子大学では前身の家政学部時代から一貫して「人間
らしい豊かで健康な生活」「様々な価値観を持った人々や社会
との共生」「環境問題と人間生活の調和」等、地に足の着いた
生活者の視点から研究に取り組んできました。SDGsの実現には
長期的な視点のもと、生活者一人一人が足元から着実に推進し
ていくことが重要であるとの考えから「生活者」をキーワード
に据え研究・推進活動を行っています。（OCHA-SDGs）

➢ 大学と附属学校園が一体となった推進活動
同キャンパス内にあるナーサリー、幼稚園、小中高の附属学校
園と連携を深め、各世代における未来の消費リーダーの問題意
識や行動力を高める教育プログラムを提案・実行すると共に、
生徒・児童の未来に対する価値観や危機感を共有しSDGs推進活
動と研究に活用します。

設立以来「学ぶ意欲のあるすべての女性にとって、真摯な夢の
実現の場として存在する」をミッションと掲げ、女子の高等教
育と高度人材の輩出に貢献してきたお茶の水女子大学の理念は
SDGsの目指す理念と合致するものです。
持続可能な未来の構築に向けて世界的な動きが加速する今、
SDGs推進研究所は、本学の特色である生活科学を中心とした研
究実績を社会に実装するための統合拠点となると同時に、高い
問題意識・率先した行動力を持つ未来のサステナビリティリー
ダーとなる人材の育成に努めます。

SDGsとは

私たちは持続可能な開発目標
(SDGs)を支援しています。

持続可能な未来の構築を目指し、環境・貧困・ジェンダー等に
関する様々な社会問題を2030年までに解決するべく国連によっ
て定められた全世界的取り組みです。
17のゴールと169のターゲットが定められています。

The composition of the institute and 
the goals of each section

Seikatsu-sha-oriented “OCHA-SDGs” 
Seikatsu-sha: subjects who are creatively involved in enriching their lives

Small daily efforts by each seikatsu-sha are 
indispensable to make a social movement toward 

a sustainable future. 
With our promotion activities named "OCHA-SDGs“, 

we contribute to create a sustainable future.

Institute’s official website: 

Institute for SDGs Promotion Official SNS

➢ The kick-off symposium of 
the Institute for SDGs Promotion
➢ On-campus Food Drive
➢ Conclusion of 
the comprehensive partnership 
agreement related to SDGs with 
College of Nutrition, 
Taipei Medical University (TMU)
➢ Conclusion of the comprehensive 
partnership agreements related to SDGs 
with private companies
➢ Tour of a food bank in Tokyo
➢ Class Visit to Junior High School’s 
Home Economics/Social Studies
➢ Corporate Collaboration Consortium
➢ OCHA-SDGs Official Character Recruitment
➢ OCHA-SDGs Action Award

OCHA-SDGs Student Committee

Consisting of the ESD Team, Food Team, and Environment Team, 
we lead the University’s SDGs activities by holding regular study 
sessions, environmental surveys of campus, information 
dissemination via SNS, and exchanges with other universities.

Student Committee Members

Regular Study Session



➢ 設立記念キックオフシンポジウムの開催
➢ キャンパス内フードドライブ活動の実施
➢ 台北医科大学とSDGsに関する覚書(MOU)に

署名、共同国際シンポジウムの開催
➢ 民間企業とのSDGsに関する包括的連携協力

に係る協定締結
➢ 都内フードバンク見学
➢ 附属中学校授業訪問(家庭科/社会科)
➢ 企業連携コンソーシアムの開催
➢ OCHA-SDGs 公式キャラクター募集
➢ OCHA-SDGs アクションアワード

➢ 研究部門
学内の教員から構成され、人びとのwell-being に配慮

した持続可能な環境作りのための「生活者起点の」研究
を推進していきます。
又、異分野の専門家が協働して研究を行えるプラット
フォームとして機能することを目指します。

➢ 企画・調整部門
生活者起点のSDGs研究を着実に推進し、社会に実装

していくために欠かせない学内外のパートナーシップの
構築に努め、学内の研究者の共同研究の調整、企業等と
の共同研究や外部資金の獲得、学生や附属学校園との連
携を通したSDGs推進活動を支援し発信する役割を担いま
す。

➢ 教育部門
研究部門の研究の成果や学生を中心としたSDGs推進

活動を通して、子供から大人までの発達段階に応じたサ
ステナブル教育を企画・実施し、SDGs関連カリキュラム
の開発を行います。

Institute for 
SDGs Promotion

研究所の構成と各部門の目標 取り組み（例）

OCHA-SDGs 学生委員

本学のSDGs活動のリーダー
ESD班・食班・環境班、広報班から
構成され、定期的な勉強会・環境調査・
情報発信、学外交流を行います。
研究所と連携し、学内のSDGs活動を盛
り上げます！

毎週行っている勉強会

初代学生委員メンバー

生活者起点の“OCHA-SDGs” 

生活者一人一人の行動がコミュニティを動かし
社会全体のムーブメントとなるという,

お茶の水女子大学で行うSDGs推進活動を
“OCHA-SDGs”と名付け

サステナブルな未来の構築に貢献します

Instagram Twitter

お茶の水女子大学SDGs推進研究所
公式SNS

About Us

Characteristics of the Institute

What is the SDGs?

Ochanomizu University’s primordial mission, to “be a place where all 
women who are motivated to learn can realize their earnest 
dreams.”, completely matches the principle of the Sustainable 
Development Goals (SDGs).
As the global movement toward a sustainable future accelerates, we 
will serve as an integrated base for implementing our university's 
research achievements centered on the human life sciences into 
society. At the same time, we will develop human resources who 
will become future sustainability leaders with a high awareness of 
issues and the ability to take initiative.

➢ Collaboration with researchers from various fields
Human life sciences is a multidisciplinary field in which researchers 

from different fields can easily collaborate. We make the most of this 
advantage to tackle social issues by incorporating a sustainable 
perspective into various SDG-related research conducted on campus, 
along with our accumulated and ongoing interdisciplinary research.

➢ Promoting seikatsu-sha-oriented SDG research
The Faculty of Human Life and Environmental Sciences has 
continuously conducted consumer-oriented research with the 
considerations of the meaning of a full, healthy, and humane way to 
live, ways to live together with people and societies with different 
values, balancing the richness of human life with environmental 
concerns. We will pursue a sustainable society by conducting further 
research from the perspectives of seikatsu-sha.（OCHA-SDGs）

Seikatsu-sha: subjects who are actively involved in enriching their lives

➢ Promotion activities collaborating with the affiliated schools
By raising the awareness of students by providing our SDG-related 
educational programs, we aim to develop future consumer leaders 
who will move society forward actively to achieve the SDG goals. Also, 
we will share the values and sense of crisis for the future of students 
in each generation  and utilize them for further SDG research.

We support the 
Sustainable Development Goals

https://www.cf.ocha.ac.jp/sdgs/index.html
当研究所HP: 



お茶の水女子大学
SDGs推進研究所

２０２２．１０．１９
時間：14:00～16:30

(17:00～18:０0 産官学交流会)

会場：お茶の水女子大学講堂
「徽音堂」

or
オンライン配信

詳細：https://www.cf.ocha.ac.jp/sdgs/
お問い合わせ：sdgs-office@cc.ocha.ac.jp

設立記念キックオフシンポジウム
「生活者起点で実現するSDGs」
ーOCHA-SDGｓの新たな挑戦ー

持続可能な社会の実現のために、

今「私たちから」できることって何だろう？

SDGs推進研究所は、本学の特色であるジェンダーや生活

科学研究を基盤として、生活者の立場から持続可能な社会

に貢献できる研究・教育と社会実装を目指します。

人にも地球にも幸せな未来を描けるSDGsを

幼稚園から大学院まで、全学的に推進していきます。

(wed)

参加費 無料

申し込みはこちらから

ご来場の方 オンライン参加
↓ ↓

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を
支援しています

【主催】 お茶の水女子大学
【後援】 消費者庁、文部科学省、経済産業省



総合司会 笠松 千夏 お茶の水女子大学 SDGs推進研究所特任教授

14:00- 開会の挨拶 佐々木 泰子 お茶の水女子大学長

14:05- ご来賓挨拶

小池 百合子 氏
森 晃憲 氏
茂木 正 氏
成澤 廣修 氏
白波瀬 佐和子 氏

包括連携協定締結民間企業
有元 龍一 氏
井阪 隆一 氏

東京都知事
文部科学省 研究振興局長
経済産業省 商務・サービス審議官
文京区長
国際連合大学 上級副学長
国際連合 事務次長補

日本工営株式会社 取締役会長
株式会社セブン＆アイ・ホールディングス
代表取締役社長

14:25- 基調講演1
ＳＤＧｓは地球市民の未来

新井 ゆたか 氏 消費者庁長官

14:40- 基調講演2
産業界におけるSDGs推進の重要性

長谷川 知子 氏 日本経済団体連合会常務理事

14:55-
プレゼンテー
ション

SDGs推進研究所について

藤原 葉子 お茶の水女子大学 SDGs推進研究所長

15:10- 休憩

15:15-
パネルディス
カッション

OCHA-SDGｓに期待すること
ファシリテータ 菊池 淳子

パネリスト（五十音順）
太田 朝弓
鈴木 由香 氏
釣流 まゆみ 氏
中久保 豊彦
森島 千佳 氏

葭内 ありさ

お茶の水女子大学 SDGs推進研究所客員研究員

お茶の水女子大学文教育学部３年
大日本印刷株式会社 サステナビリティ推進部 部長
株式会社セブン＆アイ・ホールディングス 執行役員
お茶の水女子大学 SDGs推進研究所副所長
味の素株式会社 執行役
サステナビリティ・コミュニケーション担当
お茶の水女子大学附属高等学校教諭

16:25- 閉会の挨拶 太田 裕治 お茶の水女子大学副学長

Program
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1. 調査の概要 

【序論】 

SDGs 推進研究所では、持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: SDGs）の達

成に向けた実践活動を統合する拠点として、生活者を起点とした SDGs 教育・研究プログ

ラムを企画実行し、地域社会・民間企業・各種機関と連携し、社会全体で SDGs の達成を

推進していくための人材養成を行っている。その一環として、本研究調査では、本学学生

（学部生・大学院生）を含む女子青年における SDGs の認知度及び SDGs に関する知識・

態度・行動に関する質問紙調査を実施する。収集したデータから、SDGs の知識・行動・

態度との関連を検討し、得られた結果を本学学生と一般女子青年との間で比較する。さら

に、得られた調査結果を基礎資料とし、SDGs 推進研究所のミッションである、SDGs 推進

に資する教育プログラムの開発を目指す。 

 本研究が女子青年の SDGs に関する知識・態度・行動に焦点を当てる意義として、次の

2 つが挙げられる。第一に、大学生を含む若年者の SDGs に関する意識の高さである。我

が国における若年者は他の世代と異なり、学生時代から SDGs に関する学修を行ってい

る。実際に、2021 年に民間で行われた調査では、10 代が、SDGs の認知率が最も高かった

（1）。SDGs に示される社会課題解決のための行動や習慣については先行研究が少ないた

め、本研究で若年女性における SDGs の知識・態度と生活行動との関連を検討すること

で、全世代に波及可能な教育プログラム作成のための基礎資料を得ることができる。第二

に、わが国のジェンダー平等の実施状況が低いことである。SDGs の目標 5 に掲げられて

いるジェンダー平等の実現は、わが国では他の先進国と比較して大きく遅れている。2022

年 7 月に公表された「The Global Gender Gap Report 2022」では、日本のジェンダーギャッ

プは 146 カ国中 116 位と先進国の中でも非常に低かった（2）。従って、我が国で SDGs 推

進活動を展開するために、上記世代に該当する女子青年を対象として、SDGs に対する知

識・態度・行動についてデータを収集・分析し、社会課題解決のためのプログラム開発に

必要なエビデンスを提供することを目的とした本研究は、学術的かつ社会的な意義を有す

るものと考えられる。 

 

【目的】 

女子青年における SDGsに関する知識・態度・行動との関連を明らかにするために、オン

ライン質問紙調査（無記名自記式）による横断研究を実施すること。 

 

【方法】 

（１）研究デザイン：横断研究 

本学学生を対象とした【調査 1】、一般女子青年を対象とした【調査 2】から構成され

る無記名自記式質問紙調査 
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（２）調査の対象者 

【調査 1】本学の学部生（1～4年生）、大学院生（博士前期課程 1～2年生、博士後期

課程 1～3年生）合計約 2,700名 

【調査 2】調査会社（株式会社アスマーク）にモニター登録している女子青年約 500

名（18～25歳） 

 

（３）調査実施期間 

【調査 1】2023年 2月 1日～3月 31日※2023年度新入生にも対象を広げて継続中 

【調査 2】2023年 2月 8日～13日 

 

（４）調査内容 

質問項目リスト参照 
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質問項目リスト（調査 1・2） 

セクシ

ョン 
No 内容 

質問 

項目数 

【調査 1】

本学学生 

【調査 2】調査

会社モニター 

A 1 本学への所属 1 〇   

A 2 
学籍番号の上 5桁（入学年度・所属学部・

学科） 
1 〇   

A 3 年齢 1 〇 〇 

A 4 母国語 1 〇   

A 5 居住形態 1 〇 〇 

A 6 居住地（都道府県） 1   〇 

A 7 婚姻状況 1   〇 

A 8 職業 1   〇 

A 9 生活のゆとり感 1 〇 〇 

A 10 学生生活充実度 1 〇   

A 11 2022年度後期の登校日数 1 〇   

B 1 SDGsの知識 1 〇 〇 

B 2 SDGsへの全般的な関心 1 〇 〇 

B 3 SDGsに関心を持ったきっかけ 1 〇 〇 

B 4 SDGs各目標への知識 17 〇 〇 

B 5 SDGs各目標への関心 17 〇 〇 

B 6 SDGs各目標と自分の生活との関連 17 〇 〇 

C 1 SDGs実践行動の全般的な実践状況 4 〇 〇 

C 2 SDGsに関する生活行動 6 〇 〇 

C 3 夏季の冷房設定室温 1 〇 〇 

C 4 SDGsに関する食行動 10 〇 〇（9） 

C 5 朝食摂取状況 1 〇 〇 

C 6 
SDGsの目標達成のための主体的な活動の

実践状況 
12 〇 〇 

C 7 男女の役割にとらわれない行動 1 〇 〇 

C 8 いじめや不登校の経験 1 〇  

D 9 本学の SDGsに対する自由意見 1 〇  

D 10 SDGsの実現のために自分ができること 1  〇 

E   IMC質問 1 〇 〇 

N/A   ダミー質問 5 〇 〇 

    total 105 102 98 
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2. 調査結果 

（１）対象者の特徴 

 

 お茶大 一般 
ｐa 

  n/平均 %/SD n/平均 %/SD 

合計（人） 362 100 602 100  

性別（人）      

女性 362 100 602 100 - 

年齢（歳） 21.7 3.32 21.9 2.3 0.358 

居住形態（人）      

一人暮らし 76 21.0 141 23.4 

- 
実家暮らし（お茶大） 197 54.4 - 

寮暮らし（お茶大） 87 24.0 - 

同居者あり（一般） - 461 76.6 

無回答 2 0.5    

暮らし向き（1：全くゆとりがない～

5：ゆとりがある） 
3.5 1.09 2.9 1.14 ＜0.001 

職業（一般のみ回答・人）      

会社・団体の経営者・役員   14 2.3 

- 

会社員（契約社員／派遣社員含む）   138 22.9 

公務員   16 2.7 

自営業・自由業   10 1.7 

専業主婦   12 2 

パート・アルバイト   68 11.3 

学生   307 51 

無職／リタイア   32 5.3 

その他     5 0.8 

aｔ検定 
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（２）SDGs 認知度 

「あなたは、SDGs について知っていますか。次のうち、最もあてはまるもの一つを選択

してください。」 

 

お茶大生（n=362）            一般女性（n=602） 

無回答 19 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

SDGs 認知度（上記項目で 3-5 と回答した者の割合）は、 

お茶大生：95.3％、一般女性：77.7％であった 
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（３）SDGs に対する関心 

あなたは、SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）にどの程度関心があ

りますか。 

 
カイ二乗検定，*p<0.05 
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4.少し関心がある。 5.まあ関心がある。 6.非常に関心がある。

SDG関心度（上記項目で 4-6 と回答した者の割合）は、 

お茶大生：84.8％、一般女性：73.9％であった 
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あなたが、SDGs に興味・関心を持ったきっかけは何ですか。（複数選択可） 

①お茶大生（n=362） 

 

 

②一般女性（n=602） 
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（４）SDGs 各目標に関する知識・態度・行動 

①各目標に関する知識 

「あなたは、SDGs の 17 つの目標の内容について、どの程度知っていますか。」 

1：全く知らない～6：非常によく知っている の 6 件法で回答 

 

*p<0.05, t 検定 

 

高得点/低得点を獲得した目標 

  お茶大 一般女性 

順位 高得点 平均点 低得点 平均点 高得点 平均点 低得点 平均点 

1  目標 5 4.5 目標 9 3.3 目標 5 4.7 目標 9 3.6 

2  目標 4 4.3 目標 17 3.5 目標 1 4.4 目標 17 3.8 

3  目標 1 4.3 目標 11 3.7 目標 14 4.4 目標 8 3.8 

 

  

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

お茶大 一般女性

* 
* 

* 

* * 

* 

* * 
* * * 

* 
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②各目標に対する態度（関心の強さ） 

「あなたは、SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）のそれぞれの目標

に、どのくらい関心がありますか。」 

1：全く関心がない～6：非常に関心がある の 6 件法で回答 

 

*p<0.05, t 検定 

 

 

高得点/低得点を獲得した目標 

  お茶大 一般女性 

順位 高得点 平均点 低得点 平均点 高得点 平均点 低得点 平均点 

1  目標 4 5.0 目標 9 4.1 目標 5 5.0 目標 9 4.2 

2  目標 5 5.0 目標 17 4.2 目標 16 4.9 目標 17 4.5 

3  目標 2 4.9 目標 7 4.5 目標 14 4.9 目標 7 4.6 

 

  

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

お茶大 一般女性

* 
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* 
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③各目標と自分の行動との関わり 

「あなた自身の行動は、SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）のそれ

ぞれの目標の達成に、どの程度影響すると思いますか。」 

1：全く影響しない～6：非常に強く影響する の 6 件法で回答 

 

*p<0.05, t 検定 

 

高得点/低得点を獲得した目標 

  お茶大 一般女性 

順位 高得点 平均点 低得点 平均点 高得点 平均点 低得点 平均点 

1  目標 12 4.3 目標 6 3.0 目標 12 4.2 目標 9 3.3 

2  目標 5 4.1 目標 9 3.1 目標 14 4.0 目標 1 3.4 

3  目標 13 3.9 目標 17 3.1 目標 15 4.0 目標 6 3.4 
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（５）SDGs 達成への参画意識 

①SDGs 達成のための行動全般 

「次のことは、あなたにどの程度あてはまりますか。あなたの行動に最も近いもの一つを

選択してください。」 

 

私は、SDGs の目標達成のために具体的な行動をとっている。 

 
カイ二乗検定，p＝0.022 

 

 

私は、環境に配慮した生活行動をとっている。 

 
カイ二乗検定，p<0.001 
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私は、環境に配慮した食行動をとっている。 

 
カイ二乗検定，p=0.015 

 

私は、健康的な食行動をとっている。 

 
カイ二乗検定，p<0.001 
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②SDGs 達成のための生活行動 

「あなたはふだん、次のような生活行動をどのくらい実践していますか。過去 1か月程度

のことを振り返ってお答えください。」 

 

買い物の際にレジ袋を購入する。 

 
カイ二乗検定，p=0.008 

 

ペットボトルを購入する。 

 
カイ二乗検定，p=0.271 
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エコマークや FSC 認証など、環境配慮の認証がある商品を購入する。 

 
（FSC 認証：環境、社会、経済の便益に適い、きちんと管理された森林から生産された林産物や、その

他のリスクの低い林産物を使用した製品に与えられる。） 

カイ二乗検定，p=0.297 

 

 

地域のルールに則って、自分が出したごみを分別する。 

 

カイ二乗検定，p=0.002 
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移動時には徒歩・自転車や公共交通機関を使う。（自家用車やタクシーを使わない） 

 
カイ二乗検定，p<0.001 

 

 

古着や古本などの中古品を購入する。 

 
カイ二乗検定，p=0.197 
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あなたが普段、夏に自分の部屋で設定する冷房の温度は何度ですか？ 

 
t 検定、p<0.001 

「自室に冷房がある」と回答した者に対し質問した。 

  

お茶大(n=311) 一般女性(n=497)

平均値(度） 26.08 25.19
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③SDGs 達成のための食行動 

地産地消に配慮した食品を購入・注文する。（例：国産の食品、地元産の食品、地域の特産

品等）。 

 
カイ二乗検定，p=0.439 

 

 

フェアトレード食品を購入する。 

 
カイ二乗検定，p=0.119 
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動物福祉に配慮した食品を購入する。｛例：放牧肉や平飼い卵（放し飼い）｝ 

 
カイ二乗検定，p=0.178 

 

 

食品購入時に「てまえどり」をする。（賞味期限・消費期限の近い、手前に並んでいる食品

を購入すること） 

 
カイ二乗検定，p=0.016 
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主食・主菜・副菜の揃った食事を食べる。 

 
カイ二乗検定，p<0.001 

 

 

家庭で調理されたものを食べる。（家庭で調理されたもの：包丁を使って調理するものとお

考え下さい。ご自身だけでなく、ご家族が調理されたものも含まれます。） 

 
カイ二乗検定，p=0.023 
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野菜を食べる。 

 
カイ二乗検定，p<0.001 

 

 

牛肉を食べる。 

 
カイ二乗検定，p=0.263 

※データ確認済み 

 

 

  

2

10

4

30

26

56

36

110

68

158

179

238

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お茶大（n=315）

一般女性（n=602）

1月1回未満 2月1～3回 3週1～3回 4週4～6回 5毎日1回 6毎日2回以上

56

95

88

143

73

144

46

93

26

50

25

77

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お茶大（n=314）

一般女性（n=602）

1月1回未満 2月1～3回 3週1～3回 4週4～6回 5毎日1回 6毎日2回以上
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代替肉を食べる。（例：大豆ミート、昆虫等） 

 
カイ二乗検定，p=0.002 

 

 

本来食べられる食品を廃棄する。（例：腐敗させてしまい捨てる、手を付けないまま捨て

る、保存・活用できない/しない状況で食べ残す） 

 
カイ二乗検定，p=0.018 
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1月1回未満 2月1～3回 3週1～3回 4週4～6回 5毎日1回 6毎日2回以上
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あなたはふだん、朝食を食べますか。 

 
カイ二乗検定，p<0.001 
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③SDGs 達成のためのその他の行動 

授業外で行う、環境保全に関するボランティア活動。（例：ゴミ拾い活動） 

 
カイ二乗検定，p＝0.458 

 

 

学校の授業外で行う、地球温暖化防止のための何らかのメッセージ発信。 

 
カイ二乗検定，p＝0.421 
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国内の学習支援のボランティア活動。 

 
カイ二乗検定，p＝0.003 

 

 

海外の教育支援のボランティア活動。 

 
カイ二乗検定，p＝0.234 
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食品ロス削減の活動やフードバンクの活動への参加。 

 
カイ二乗検定，p＝0.035 

 

 

募金活動への協力。（例：教育、紛争、災害、福祉など） 

 
カイ二乗検定，p＝0.054 
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使わなくなった学校用具の寄付。（国内/海外問わず）（例：ランドセル等） 

 
カイ二乗検定，p<0.001 

 

 

日本や世界の教育問題について他者との意見交換。 

 
カイ二乗検定，p<0.001 
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教育に関する話題について、主体的な情報収集（新聞やニュースから）。 

 
カイ二乗検定，p<0.001 

 

 

SDGs に関するセミナーやディスカッションのイベントに主体的に参加。 

 
カイ二乗検定，p<0.001 
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防災に関わる体験学習やイベントへの参加。（例：避難訓練） 

 
カイ二乗検定，p<0.001 

 

 

いじめや不登校で学習に困難を抱えている人への支援。 

 
カイ二乗検定，p=0.166 
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④ジェンダーに関する発言 

あなたはふだん、周囲の人に接する時、相手を性別の枠にあてはめた発言をしてしまうこ

とがありますか。（例：「男性は力仕事をしてくれ」「あなたは女なのにその短髪はおかし

い」、LGBTQ を容認しないような発言等） 

 
カイ二乗検定，p=0.249 
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（６）SDGs に関してお茶大に求めること（抜粋） 

あなたが、SDGs に関してお茶大に求めることは何ですか。自由にお書きください。 

●SDGs に関する知識を得る機会 

・SDGs がテーマの授業があると話し合いの時間などを取ることができて勉強になるので

はないかと思います。 

・SDGS 関連の授業や実習を増やしていくと，より私たちみんなが意識していくのではな

いかと思います。特に、社会科見学のように，17 のゴールに向けて進んだ取り組みを行っ

ている企業や自治体などに実際にお話しを伺う機会を設けたりすると関心が高まってよい

のではないでしょうか。 

・学生や人々が SDGs の内容について学ぶ機会はそれなりに提供されていると思うので、

学ぶだけではなく、実際に社会が変化するためにできるアクションについて学んだり、企

業とともに取り組める講義などがあると良いと思います。 

・幅広い年代に向けて教育を行なう機関として、年齢に合わせた適切な SDGs 教育を実施

すること。 

 

●教育・生活環境の充実 

・図書館を 24 時間オープンにするなど、自習施設を充実させてほしい。夜も勉強しようと

なると、音羽館居住者のみ音羽館の自習室が使える状況なので不平等だと感じる。また、

日本国内の別の大学や留学先にある図書館や学習施設とのギャップに驚いた。 

・ウォーターサーバーまたは浄水が出るものを設置して欲しい。ペットボトルを買わなく

てよくなるので。" 

・水筒に水を入れられる給水器の普及 

・カウンセリングの充実。メンタルヘルスケアの調査だけでは不十分だと思う。 

・プラスチック製の製品や歯ブラシなど，リサイクルが行われているものの，あまりされ

ていないものがある気がするため，リサイクル用回収コーナーなどがあったらうれしいで

す。服や家具など，引っ越し時期に廃棄されがちなものをお茶大生間でやりとりできるウ

ェブサイトなどがあったら，よいかもしれないです。寮では行われていました。また，既

に行われているかもしれませんが，学食などでの大豆ミートを使った食品，環境に配慮し

た食事の提供などがあったら面白いと思います。 

・空調・証明等の設備に無駄、必要のないところに多くあって必要のあるところに十分に

行き届いていない等の問題があるように思えるので、改善してほしいです。設定温度等も

検討していただきたいとおもいます。 

・古着・古本の売り場などがあれば、ありがたいです。 

・食堂でテイクアウトするときに、お弁当箱の持参を推奨する。 

・性別や身体障害に関わらず快適に使えるトイレの整備 

・代替肉を利用した食事や、環境に配慮した素材の文房具などを販売する。 

・不必要な書類をなくしてほしい。(授業関連プリント、ポスターちらしなどを全て含め

て) 
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●イベント等の開催 

・ジェンダーに関する意見を、幅広く全員が発言させてもらう会議などを開いてほしい！ 

・何かしたいが何をしたら良いのか分からない。その為、「これをしたら SDGs に貢献す

る」というイベントやものを沢山設置して欲しい。手軽に SDGs 貢献できる環境づくりを

して欲しい。 

・学部を超えたディスカッションやイベント参加の機会があること。 

 

●学生主体の取り組み 

・SDGs への取り組みが学生主体で積極的に進められること 

・ごみ問題に関心があり、実際に研究しているので、学内(及び地域)でお茶大発のそうし

た活動をしたいと考えている。 

・学生の意志さへあれば SDGs な行動ができる環境の整備。 

・学生を巻き込んで行う活動を企画して欲しい 

・連携している企業も学生も一体となって SDGs に取り組める環境づくり。 

 

●個々の目標達成に向けた取り組み 

・お茶大はジェンダーに力を入れているイメージがあるので引き続きその分野を先導する

のがよいのではないかと思う。 

・ジェンダー平等関連に関しては日本のどの機関、団体よりも積極的に進めて欲しい。ま

たは進める機関でありたい。 

・女子大としてジェンダー平等や男女平等に社会で活躍できる機会の獲得に力を入れてほ

しい。また、理学・生活科学・文教育という 3 要素が組み合わさった総合大学だからこ

そ、これらの分野が連携・融合しだれもが健康的な生活を確保できるような社会を実現し

ていきたい。 

・地球環境に配慮すること、世界的な問題への募金などはもっと頻繁に行われたり、常設

されたりしてもいいと思うし、それをたくさんの人に認知してもらうような行動をとる 

・身近でできる行動や、大学全体での取り組み 

身近にできる SDGs 活動や、SDGs に関するイベントなどの、情報提供をしていただきたい

です。 

・生活者視点からの行動の提案 

・大学全体で SDGs に関する取り組みを行ってほしい。 

・地球環境に配慮すること、世界的な問題への募金などはもっと頻繁に行われたり、常設

されたりしてもいいと思うし、それをたくさんの人に認知してもらうような行動をとる 

・日本最高峰の女子大として、教育関係の支援に力を入れてほしいです。 

 

 

 

 



33 

SDGs推進研究所 2022 年度 SDGs認知度調査 中間報告書 

 

●SDGs 達成に向けて行動する機会 

・お茶大生、教職員全員が SDGｓ達成に向け動くこと。具体的な活動、行動を促すこと。 

・ボランティアの機会 

・興味関心のない人でも参加したいと思える、そのハードルが低い簡単なことからできる

活動を提唱してほしいです。附属校との連携や他大との連携にも期待しています。 

・自然に対する興味関心を惹くようなボランティア活動 

 

●研究の推進・成果発信 

・培養肉の研究 ジェンダー平等の研究 

・メディアで取り上げられるような軽薄な活動ではなく、お茶大の得意な分野で専門的な

知見を提供することで SDGS に貢献すること 

・メディアを含む学外に対しても SDGs の重要性や取り組みを発信し続けること。 

 

●SDGs 実践に対する負担感 

・あまり無理にやらせないでください 

・やり過ぎないようにしてほしい。 

・押し付けがましくなく、産業の発展と両立すること。 
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【参考資料】1）調査質問紙（お茶大生対象） 

 

SDGs に関する調査 
  

 

●調査の目的と協力のお願い 

・ この調査は、お茶大生の、SDGs に関する知識・態度・行動を調査することを目的としています。調査の結

果は、本学の SDGs 推進活動や、SDGs 推進のための研究に役立てられます。 

・ 下記の項目をよくお読みいただき、ご理解、ご承諾の上、調査にご協力くださいますよう、よろしくお願い

いたします。 

 

●調査協力に関して 

・ 本研究はみなさまの自由意思を尊重しています。研究にご理解いただいた上で、ご協力ください。 

・ 本調査の回答の所要時間は、20 分程度です。 

・ 調査に参加しなくても、また調査を途中でやめても、不利益を被ることは一切ありません。 

・ 調査にご協力いただける方は、はじめの質問で「同意します」を選択してください。なお、調査終了後でも

協力を辞退し、回答を取り下げることができます。回答を取り下げる場合には、2023 年 3 月末日までに、

SDGs 推進研究所までご連絡ください。 

・ この調査には、どの質問にも正解はありません。あまり考えこまず、率直なお考えやお気持ちをご記入くだ

さい。また、お答えになりたくない質問には、無理に回答する必要はありません。回答を中断することも可

能です。 

・ 本調査には、いじめや不登校に関する質問項目（1 問）が含まれます。回答されたくない方は、調査に参加

されないことをお勧めいたします。 

・ 調査にご協力いただいた方には、OCHA－SDGs オリジナルグッズを差し上げます。調査終了画面をお持ち

の上、SDGs 推進研究所事務局（総合研究棟 207）までいらしてください。 

・ 調査への回答は、お一人につき一回とさせていただきます。複数回のご回答はご遠慮ください。 

 

●個人情報保護に関して 

・ 本調査では、回答者の属性に関する情報収集のため、学籍番号の上 5 桁や年齢等をご回答いただきますが、

回答内容から個人を特定することはありません。また、データは ID 番号で管理し、公表の際にはとりまと

めて統計的に処理しますので、個人情報が外部にもれることは一切ありません。収集したデータ及び結果は

責任者が厳重に管理し、研究以外の目的に使うことはありません。 
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オンライン調査のため、実際に表示される画面のデザインとは異なります。 

★印は必須の質問項目 

 

★前頁の注意事項を読み、この調査に参加することに同意しますか？ 

１ 同意します ２ 同意しません  

 

まず、あなたご自身のことについてお伺いします。 

１―１．あなたはお茶大生ですか。 

 

１ はい ２ いいえ  

 

１－２．学籍番号の上 5桁を教えてください。※下 2桁は入力しないでください。 

     

 

１－３．あなたの年齢を教えてください。 

歳 

 

１－４．母国語を教えてください。 

日本語 日本語以外 

 

１－５．あなたの現在の暮らしについて教えてください。 

 

実家暮らし 一人暮らし 寮暮らし 

 

 

１－６．現在のあなた自身の経済的な暮らし向きについて、当てはまる番号 1つに○をつけてください。 

〇1.  ゆとりがある   

〇2.  ややゆとりがある  

〇3.  どちらともいえない 

〇4.  あまりゆとりがない   

〇5.  全くゆとりがない 

 

１－７．あなたの現在の学生生活は充実していますか。最もあてはまるもの一つを選択してください。 

 

１．全く充実していない ２．あまり充実していない ３．まあ充実している ４．とても充実している 
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１－８．あなたの 2022年度後期の授業期間中の、1週間の登校日数は何日ですか。 

 

日 

 

次に、SDGsに対するあなたの知識やお考えについてお伺いします。 

２－１．あなたは、SDGsについて知っていますか。次のうち、最もあてはまるもの一つを選択してください。 

 

〇1.名前を聞いたことがない。 

〇2.名前を聞いたことはあるが、内容はよくわからない。 

〇3.名前を聞いたことがあり、持続可能な社会の実現のための 17のゴールがあることを知っている。 

〇4.上記 3に加えて、17のゴールのうちいくつかの内容について詳しく知っている。 

〇5.上記 3に加えて、17のゴールのうち全ての内容について詳しく知っている。 

 

２－２．あなたは、SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）にどの程度関心があります

か。最もあてはまるもの一つを選択してください。 

〇1.全く関心がない。 

〇2.ほとんど関心がない。 

〇3.あまり関心がない。 

〇4.少し関心がある。 

〇5.まあ関心がある。 

〇6.非常に関心がある。 

  

 

２－３．あなたが、SDGsに興味・関心を持ったきっかけは何ですか。（複数選択可） 

□1. 学校の授業（高校以前） 

□2．学校の授業（お茶大） 

□3．学校の授業（他大学） 

□4．ボランティア活動の経験 

□5. 海外での経験(居住、留学、課外活動など) 

□6．アルバイトの経験 

□7．ネットやテレビ、雑誌などのメディア 

□8．SNS（知人やインフルエンサー） 

□9．家族や友人との会話 

□10．その他（具体的に：           ） 
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２－４．あなたは、SDGsの 17つの目標の内容について、どの程度知っていますか。 

 

全
く 

知
ら
な
い 

ほ
と
ん
ど 

知
ら
な
い 

あ
ま
り 

知
ら
な
い 

少
し 

知
っ
て
い
る 

だ
い
た
い 

知
っ
て
い
る 

非
常
に
よ
く 

知
っ
て
い
る 

1. 目標 1 

貧困をなくそう 1 2 3 4 5 6 

2. 目標 2 

飢餓をゼロに 1 2 3 4 5 6 

3. 目標 3  

すべての人に健康と福祉を 
1 2 3 4 5 6 

4. 目標 4  

質の高い教育をみんなに 
1 2 3 4 5 6 

5. 目標 5  

ジェンダー平等を実現しよ

う 
1 2 3 4 5 6 

6. 目標 6  

安全な水とトイレを世界中

に 
1 2 3 4 5 6 

7. 目標 7  

エネルギーをみんなに  

そしてクリーンに 
1 2 3 4 5 6 

8. 目標 8  

働きがいも経済成長も 
1 2 3 4 5 6 

9. 目標 9  

産業と技術革新の基盤を

つくろう 
1 2 3 4 5 6 

10. 目標 10  

人や国の不平等をなくそう 1 2 3 4 5 6 
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11. 目標 11  

住み続けられるまちづくり

を 
1 2 3 4 5 6 

12. 目標 12  

つくる責任つかう責任 
1 2 3 4 5 6 

13. 目標 13  

気候変動に具体的な対策を 
1 2 3 4 5 6 

14. 目標 14  

海の豊かさを守ろう 
1 2 3 4 5 6 

15. 目標 15  

陸の豊かさも守ろう 
1 2 3 4 5 6 

16. 目標 16  

平和と公正をすべての人に 
1 2 3 4 5 6 

17．目標 17  

パートナーシップで目標を

達成しよう 
1 2 3 4 5 6 

18. この質問では、「非常

によく知っている」をクリ

ックしてください。 

 

1 2 3 4 5 6 

 

２－５．あなたは、SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）のそれぞれの目標に、どのくら

い関心がありますか。 

 

全
く 

関
心
が
な
い 

ほ
と
ん
ど 

関
心
が
な
い 

あ
ま
り 

関
心
が
な
い 

少
し 

関
心
が
あ
る 

ま
あ
ま
あ 

関
心
が
あ
る 

非
常
に 

関
心
が
あ
る 

1. 目標 1 

貧困をなくそう 1 2 3 4 5 6 
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2. 目標 2 

飢餓をゼロに 1 2 3 4 5 6 

3. 目標 3  

すべての人に健康と福祉を 
1 2 3 4 5 6 

4. 目標 4  

質の高い教育をみんなに 
1 2 3 4 5 6 

5. 目標 5  

ジェンダー平等を実現しよ

う 
1 2 3 4 5 6 

6. 目標 6  

安全な水とトイレを世界中

に 
1 2 3 4 5 6 

7. 目標 7  

エネルギーをみんなに  

そしてクリーンに 
1 2 3 4 5 6 

8. 目標 8  

働きがいも経済成長も 
1 2 3 4 5 6 

9. 目標 9  

産業と技術革新の基盤を

つくろう 
1 2 3 4 5 6 

10. 目標 10  

人や国の不平等をなくそう 1 2 3 4 5 6 

11. 目標 11  

住み続けられるまちづくり

を 
1 2 3 4 5 6 

12. 目標 12  

つくる責任つかう責任 
1 2 3 4 5 6 

13. 目標 13  

気候変動に具体的な対策を 
1 2 3 4 5 6 



40 

 

 

14. 目標 14  

海の豊かさを守ろう 
1 2 3 4 5 6 

15. 目標 15  

陸の豊かさも守ろう 
1 2 3 4 5 6 

16. 目標 16  

平和と公正をすべての人に 
1 2 3 4 5 6 

17．目標 17  

パートナーシップで目標を

達成しよう 
1 2 3 4 5 6 

18. この質問では、「非常に

関心がある」をクリックし

てください。 

1 2 3 4 5 6 

 

２－６．あなた自身の行動は、SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）のそれぞれの目標の

達成に、どの程度影響すると思いますか。 

 全
く 

影
響
し
な
い 

ほ
と
ん
ど 

影
響
し
な
い 

あ
ま
り 

影
響
し
な
い 

少
し 

影
響
す
る 

ま
あ
ま
あ 

影
響
す
る 

非
常
に
強
く 

影
響
す
る 

1. 目標 1 

貧困をなくそう 1 2 3 4 5 6 

2. 目標 2 

飢餓をゼロに 1 2 3 4 5 6 

3. 目標 3  

すべての人に健康と福祉を 
1 2 3 4 5 6 

4. 目標 4  

質の高い教育をみんなに 
1 2 3 4 5 6 

5. 目標 5  

ジェンダー平等を実現しよ

う 
1 2 3 4 5 6 
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6. 目標 6  

安全な水とトイレを世界中

に 
1 2 3 4 5 6 

7. 目標 7  

エネルギーをみんなに  

そしてクリーンに 
1 2 3 4 5 6 

8. 目標 8  

働きがいも経済成長も 
1 2 3 4 5 6 

9. 目標 9  

産業と技術革新の基盤をつ

くろう 
1 2 3 4 5 6 

10. 目標 10  

人や国の不平等をなくそう 1 2 3 4 5 6 

11. 目標 11  

住み続けられるまちづくり

を 
1 2 3 4 5 6 

12. 目標 12  

つくる責任つかう責任 
1 2 3 4 5 6 

13. 目標 13  

気候変動に具体的な対策を 
1 2 3 4 5 6 

14. 目標 14  

海の豊かさを守ろう 
1 2 3 4 5 6 

15. 目標 15  

陸の豊かさも守ろう 
1 2 3 4 5 6 

16. 目標 16  

平和と公正をすべての人に 
1 2 3 4 5 6 
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17．目標 17  

パートナーシップで目標を

達成しよう 
1 2 3 4 5 6 

18. この質問では、「非常に

強く影響する」をクリック

してください。 

1 2 3 4 5 6 

 

 

次に、SDGsに対するあなたの行動についてお伺いします。 

３－１．次のことは、あなたにどの程度あてはまりますか。あなたの行動に最も近いもの一つを選択してください。 

 全
く 

当
て
は
ま
ら
な
い 

ほ
と
ん
ど 

当
て
は
ま
ら
な
い 

あ
ま
り 

当
て
は
ま
ら
な
い 

少
し 

当
て
は
ま
る 

ま
あ
ま
あ 

当
て
は
ま
る 

よ
く
当
て
は
ま
る 

1. 私は、SDGs の目標達成のために具体的な行動

をとっている。 
1 2 3 4 5 6 

2. 私は、環境に配慮した生活行動をとっている。 1 2 3 4 5 6 

3. 私は、環境に配慮した食行動をとっている。 1 2 3 4 5 6 

4．私は、健康的な食行動をとっている。 1 2 3 4 5 6 

 

３－２．あなたはふだん、次のような生活行動をどのくらい実践していますか。過去 1 か月程度のことを振り返っ

てお答えください。 

 

月1

回
未
満 

月1

～3

回 

週1

～3

回 

週4

～6

回 

毎
日1

回 

毎
日
２
回
以
上 

1. 買い物の際にレジ袋を購入する。 1 2 3 4 5 6 

2. ペットボトルを購入する。 1 2 3 4 5 6 

3．この質問では、「毎日 2 回以上」をクリックして

ください。 
1 2 3 4 5 6 

4．エコマークや FSC 認証など、環境配慮の認証が

ある商品を購入する。 

（FSC 認証：環境、社会、経済の便益に適い、きち

んと管理された森林から生産された林産物や、その

他のリスクの低い林産物を使用した製品に与えら

れる。） 

1 2 3 4 5 6 
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 全
く 

行
っ
て
い
な
い 

ほ
と
ん
ど 

行
っ
て
い
な
い 

あ
ま
り 

行
っ
て
い
な
い 

少
し 

行
っ
て
い
る 

ま
あ
ま
あ 

行
っ
て
い
る 

い
つ
も 

行
っ
て
い
る 

1. 地域のルールに則って、自分が出したごみを分

別する。 
1 2 3 4 5 6 

2. 移動時には徒歩・自転車や公共交通機関を使

う。（自家用車やタクシーを使わない） 
1 2 3 4 5 6 

3. 古着や古本などの中古品を購入する。 1 2 3 4 5 6 

 

３－３．あなたが普段、夏に自分の部屋で設定する冷房の温度は何度ですか？ 

度 

 

３－４．あなたはふだん、次のような食に関する行動をどのくらい実践していますか。過去 1 か月程度のことを振

り返ってお答えください。 

 

月1

回
未
満 

月1

～3

回 

週1

～3

回 

週4

～6

回 

毎
日1

回 

毎
日
２
回
以
上 

1. 地産地消に配慮した食品を購入・注文する。（例：

国産の食品、地元産の食品、地域の特産品等）。 
1 2 3 4 5 6 

2. フェアトレード食品を購入する。 1 2 3 4 5 6 

3. 動物福祉に配慮した食品を購入する。 

｛例：放牧肉や平飼い卵（放し飼い）｝ 
1 2 3 4 5 6 

4．食品購入時に「てまえどり」をする。 

（賞味期限・消費期限の近い、手前に並んでいる

食品を購入すること） 

1 2 3 4 5 6 

5．主食・主菜・副菜の揃った食事を食べる。 1 2 3 4 5 6 

6. 外食する。 1 2 3 4 5 6 

7．中食する。 

（中食：家庭外で調理された弁当や惣菜などを自宅

や職場・大学で食べること） 

1 2 3 4 5 6 

8．家庭で調理されたものを食べる。 

（家庭で調理されたもの：包丁を使って調理するも

のとお考え下さい。ご自身だけでなく、ご家族が調

理されたものも含まれます。） 

1 2 3 4 5 6 

9．野菜を食べる。 1 2 3 4 5 6 

10. 牛肉を食べる。 1 2 3 4 5 6 

11. 代替肉を食べる。（例：大豆ミート、昆虫等） 1 2 3 4 5 6 
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12. 本来食べられる食品を廃棄する。 

（例：腐敗させてしまい捨てる、手を付けないまま

捨てる、保存・活用できない/しない状況で食べ残

す） 

1 2 3 4 5 6 

 

３－５．あなたはふだん、朝食を食べますか。最もあてはまるもの一つを選択してください。 

〇1．ほとんど食べない 

〇2．週に 4~5日食べない 

〇3．週に 2~3日食べない 

〇4．ほとんど毎日食べる 

 

３－６．あなたが、これまでに次のような行動を起こした経験について、最もあてはまるもの一つを、それぞれ選択

してください。 

 

実
施
し
た
こ
と

が
な
い 

1

～3

回
実
施
し

た
こ
と
が
あ
る 

4

～9

回
実
施
し

た
こ
と
が
あ
る 

1
0

回
以
上
実
施

し
た
こ
と
が
あ
る 

1. 授業外で行う、環境保全に関するボランティア活動。

（例：ゴミ拾い活動） 
1 2 3 4 

2. 学校の授業外で行う、地球温暖化防止のための何らか

のメッセージ発信。 
1 2 3 4 

3. 国内の学習支援のボランティア活動。 1 2 3 4 

4．海外の教育支援のボランティア活動。 1 2 3 4 

5．食品ロス削減の活動やフードバンクの活動への参加。 1 2 3 4 

6. 募金活動への協力。 

（例：教育、紛争、災害、福祉など） 
1 2 3 4 

7. 使わなくなった学校用具の寄付。（国内/海外問わず）

（例：ランドセル等） 
1 2 3 4 

8. 日本や世界の教育問題について他者との意見交換。 1 2 3 4 

9. 教育に関する話題について、主体的な情報収集（新聞

やニュースから）。 
1 2 3 4 

10.  SDGs に関するセミナーやディスカッションのイ

ベントに主体的に参加。 
1 2 3 4 

11．この質問では、「何度も行ったことがある」を選択し

てください。 
1 2 3 4 

12．防災に関わる体験学習やイベントへの参加。 

（例：避難訓練） 
1 2 3 4 

13． いじめや不登校で学習に困難を抱えている人への支

援。 
1 2 3 4 

 

３－７．あなたはふだん、周囲の人に接する時、相手を性別の枠にあてはめた発言をしてしまうことがありますか。
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最もあてはまるもの一つを選択してください。 

（例：「男性は力仕事をしてくれ」「あなたは女なのにその短髪はおかしい」、LGBTQ を容認しないような発言等） 

〇1．全くしていない 

〇2．ほとんどしていない 

〇3．あまりしていない 

〇4．少ししている 

〇5．たまにしている 

〇4．いつもしている 

 

３－８．あなたは、いじめや不登校を経験したことがありますか。最もあてはまるもの一つを選択してください。 

〇1．自分自身もいじめや不登校を経験したことがなく、周囲の人がいじめに遭ったり不登校になったりするのを

近くで見ていたこともない。 

〇2．自分自身はいじめや不登校を経験したことがないが、周囲の人がいじめに遭ったり不登校になったりするの

を近くで見ていたことはある。 

〇3. 自分自身はいじめや不登校を経験したことがあるが、周囲の人がいじめに遭ったり不登校になったりするの

を近くで見たことはない。 

〇4. 自分自身もいじめや不登校を経験したことがあり、周囲の人がいじめに遭ったり不登校になったりするのを

近くで見ていたこともある。 

〇5.わからない、覚えていない。 

 

 

 

４．あなたが、SDGsに関してお茶大に求めることは何ですか。自由にお書きください。 

 

５．インターネットを用いた調査においては、うそをついたり、質問を読まないで、いい加減な回答をしたりする方

がいることが問題となっています。つきましては大変失礼なお願いですが、あなたがこの文章をきちんと読んでい

るかどうかを確認させてください。あなたがこの文章をお読みになったら、以下の質問には回答せずに（つ まり、

どの選択肢もクリックせずに）、次のページに進んでください。  

 

□ 1. そう思う  

□ 2. どちらかといえばそう思う  

□ 3. どちらともいえない  

□ 4. どちらかといえばそう思わない  

□ 5. そう思わない 

 

 

これで調査は終了です。ご協力ありがとうございました。 

調査にご協力いただいた方に、謝品（OCHA－SDGs学生委員会オリジナルグッズ）をお渡ししております。 
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この画面をご用意の上、SDGs推進研究所（総合研究棟 207）までお受け取りにいらして下さい。 
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【参考資料】2）調査質問紙（一般女性対象） 

 

＜リクルート画面＞スクリーニング項目 

F1．あなたの性別をお知らせください。 

1. 男性 2. 女性 3. その他 

 

F2．あなたの年齢をお知らせください。 

 
   歳           

 

F3. あなたが現在お住まいになっている地域についてお知らせください。 

1.北海道 2.青森県 3.岩手県 4.宮城県 5.秋田県 6.山形県 

７.福島県 8.茨城県 9.栃木県 10.群馬県 11.埼玉県 12.千葉県 

13.東京都 14.神奈川県 15.新潟県 16.富山県 17.石川県 18.福井県 

19.山梨県 20.長野県 21.岐阜県 22.静岡県 23.愛知県 24.三重県 

25.滋賀県 26.京都府 27.大阪府 28.兵庫県 29.奈良県 30.和歌山県 

31.鳥取県 32.島根県 33.岡山県 34.広島県 35.山口県 36.徳島県 

37.香川県 38.愛媛県 39.高知県 40.福岡県 41.佐賀県 42.長崎県 

43.熊本県 44.大分県 45.宮崎県 46.鹿児島県 47.沖縄県  

 

F4.あなたの婚姻状況をお知らせください。 

1．未婚・子どもなし 

2. 未婚・子どもあり 

3. 既婚・子どもなし 

4. 既婚・子どもあり 

5. 離・死別・子どもなし 

6. 離・死別・子どもあり 

 

F5. あなたの職業をお知らせください。 

1．会社・団体の経営者・役員 

2. 会社員（契約社員／派遣社員含む） 

3. 公務員  

4. 自営業・自由業  

5. 専業主婦・主夫 

6. パート・アルバイト 

7. 学生 

8. 無職／リタイア 

9. その他  
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F6. あなたは現在、誰かと同居していますか。 

 

1. はい（誰かと同居している） 2. いいえ（一人暮らし） 

 

「はい」と答えた方にお伺いします。同居している人は、この中のうち誰に当てはまりますか。当てはまる人の番号

全てに〇をつけてください。（複数回答可） 

1. 祖父母 2. 両親 3. 配偶者 4. 子供 5. その他（具体的に：        ） 

 

 

F7．現在のあなた自身の経済的な暮らし向きについて、当てはまる番号 1つに○をつけてください。 

〇1.  ゆとりがある   

〇2.  ややゆとりがある  

〇3.  どちらともいえない 

〇4.  あまりゆとりがない   

〇5.  全くゆとりがない 

 

F8．あなたは、SDGsについて知っていますか。次のうち、最もあてはまるもの一つを選択してください。 

 

〇1.名前を聞いたことがない。 

〇2.名前を聞いたことはあるが、内容はよくわからない。 

〇3.名前を聞いたことがあり、持続可能な社会の実現のための 17のゴールがあることを知っている。 

〇4.上記 3に加えて、17のゴールのうちいくつかの内容について詳しく知っている。 

〇5.上記 3に加えて、17のゴールのうち全ての内容について詳しく知っている。 
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SDGs に関する調査 
  

 

●調査の目的と協力のお願い 

・ この調査は、みなさまの、SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）に関する知識・

態度・行動を調査することを目的としています。調査の結果は、SDGs 推進のための研究に役立てられま

す。 

・ 下記の項目をよくお読みいただき、ご理解、ご承諾の上、調査にご協力くださいますよう、よろしくお願い

いたします。 

 

●調査協力に関して 

・ 本研究はみなさまの自由意思を尊重しています。研究にご理解いただいた上で、ご協力ください。 

・ 本調査の回答の所要時間は、20 分程度です。 

・ 調査に参加しなくても、また調査を途中でやめても、不利益を被ることは一切ありません。ただし、調査を

途中でやめた場合、ポイントは付与されません。 

・ 調査にご協力いただける方は、はじめの質問で「同意します」を選択してください。調査終了後でも協力を

辞退し、回答を取り下げることができます。回答を取り下げる際には，2023 年 3 月末日までに、D-Style 

web までご連絡ください。 

・ この調査には、どの質問にも正解はありません。あまり考えこまず、率直なお考えやお気持ちをご記入くだ

さい。また、お答えになりたくない質問には、無理に回答する必要はありません。回答を中断することも可

能です。 

・ 調査に関するお問い合わせは、調査終了後に表示されるお問い合わせ先までご連絡ください。 

 

●個人情報保護に関して 

・ データは ID 番号で管理し、公表の際にはとりまとめて統計的に処理しますので、個人情報が外部にもれる

ことは一切ありません。結果は責任者が厳重に管理し研究以外の目的に使うことはありません。 
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オンライン調査のため、実際に表示される画面のデザインとは異なる。 

★印は必須の質問項目 

 

★前頁の注意事項を読み、この調査に参加することに同意しますか？ 

１ 同意します ２ 同意しません  

 

次に、SDGsに対するあなたの知識やお考えについてお伺いします。 

 

１－１．あなたは、SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）にどの程度関心があります

か。最もあてはまるもの一つを選択してください。 

〇1.全く関心がない。 

〇2.ほとんど関心がない。 

〇3.あまり関心がない。 

〇4.少し関心がある。 

〇5.まあ関心がある。 

〇6.非常に関心がある。 

  

 

１－２．あなたが、SDGsに興味・関心を持ったきっかけは何ですか。（複数選択可） 

□1. 学校の授業（高校以前） 

□2．学校の授業（大学・短大・専門学校等） 

□3．ボランティア活動の経験 

□4. 海外での経験(居住、留学、課外活動など) 

□5．アルバイトの経験 

□6．就労時の経験 

□7．ネットやテレビ、雑誌などのメディア 

□8．SNS（知人やインフルエンサー） 

□9．家族や友人との会話 

□10．その他（具体的に：           ） 
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１－３．あなたは、SDGsの 17つの目標の内容について、どの程度知っていますか。 

 

全
く 

知
ら
な
い 

ほ
と
ん
ど 

知
ら
な
い 

あ
ま
り 

知
ら
な
い 

少
し 

知
っ
て
い
る 

だ
い
た
い 

知
っ
て
い
る 

非
常
に
よ
く 

知
っ
て
い
る 

1. 目標 1 

貧困をなくそう 1 2 3 4 5 6 

2. 目標 2 

飢餓をゼロに 1 2 3 4 5 6 

3. 目標 3  

すべての人に健康と福祉を 
1 2 3 4 5 6 

4. 目標 4  

質の高い教育をみんなに 
1 2 3 4 5 6 

5. 目標 5  

ジェンダー平等を実現しよ

う 
1 2 3 4 5 6 

6. 目標 6  

安全な水とトイレを世界中

に 
1 2 3 4 5 6 

7. 目標 7  

エネルギーをみんなに  

そしてクリーンに 
1 2 3 4 5 6 

8. 目標 8  

働きがいも経済成長も 
1 2 3 4 5 6 

9. 目標 9  

産業と技術革新の基盤を

つくろう 
1 2 3 4 5 6 

10. 目標 10  

人や国の不平等をなくそう 1 2 3 4 5 6 
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11. 目標 11  

住み続けられるまちづくり

を 
1 2 3 4 5 6 

12. 目標 12  

つくる責任つかう責任 
1 2 3 4 5 6 

13. 目標 13  

気候変動に具体的な対策を 
1 2 3 4 5 6 

14. 目標 14  

海の豊かさを守ろう 
1 2 3 4 5 6 

15. 目標 15  

陸の豊かさも守ろう 
1 2 3 4 5 6 

16. 目標 16  

平和と公正をすべての人に 
1 2 3 4 5 6 

17．目標 17  

パートナーシップで目標を

達成しよう 
1 2 3 4 5 6 

18. この質問では、「非常に

よく知っている」をクリック

してください。 

1 2 3 4 5 6 

 

２－５．あなたは、SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）のそれぞれの目標に、どのくら

い関心がありますか。 

 

全
く 

関
心
が
な
い 

ほ
と
ん
ど 

関
心
が
な
い 

あ
ま
り 

関
心
が
な
い 

少
し 

関
心
が
あ
る 

ま
あ
ま
あ 

関
心
が
あ
る 

非
常
に 

関
心
が
あ
る 

1. 目標 1 

貧困をなくそう 1 2 3 4 5 6 
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2. 目標 2 

飢餓をゼロに 1 2 3 4 5 6 

3. 目標 3  

すべての人に健康と福祉を 
1 2 3 4 5 6 

4. 目標 4  

質の高い教育をみんなに 
1 2 3 4 5 6 

5. 目標 5  

ジェンダー平等を実現しよ

う 
1 2 3 4 5 6 

6. 目標 6  

安全な水とトイレを世界中

に 
1 2 3 4 5 6 

7. 目標 7  

エネルギーをみんなに  

そしてクリーンに 
1 2 3 4 5 6 

8. 目標 8  

働きがいも経済成長も 
1 2 3 4 5 6 

9. 目標 9  

産業と技術革新の基盤を

つくろう 
1 2 3 4 5 6 

10. 目標 10  

人や国の不平等をなくそう 1 2 3 4 5 6 

11. 目標 11  

住み続けられるまちづくり

を 
1 2 3 4 5 6 

12. 目標 12  

つくる責任つかう責任 
1 2 3 4 5 6 

13. 目標 13  

気候変動に具体的な対策を 
1 2 3 4 5 6 
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14. 目標 14  

海の豊かさを守ろう 
1 2 3 4 5 6 

15. 目標 15  

陸の豊かさも守ろう 
1 2 3 4 5 6 

16. 目標 16  

平和と公正をすべての人に 
1 2 3 4 5 6 

17．目標 17  

パートナーシップで目標を

達成しよう 
1 2 3 4 5 6 

18. この質問では、「非常

に関心がある」をクリック

してください。 
1 2 3 4 5 6 

 

２－６．あなた自身の行動は、SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）のそれぞれの目標の

達成に、どの程度影響すると思いますか。 

 全
く 

影
響
し
な
い 

ほ
と
ん
ど 

影
響
し
な
い 

あ
ま
り 

影
響
し
な
い 

少
し 

影
響
す
る 

ま
あ
ま
あ 

影
響
す
る 

非
常
に
強
く 

影
響
す
る 

1. 目標 1 

貧困をなくそう 1 2 3 4 5 6 

2. 目標 2 

飢餓をゼロに 1 2 3 4 5 6 

3. 目標 3  

すべての人に健康と福祉を 
1 2 3 4 5 6 

4. 目標 4  

質の高い教育をみんなに 
1 2 3 4 5 6 
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5. 目標 5  

ジェンダー平等を実現しよ

う 
1 2 3 4 5 6 

6. 目標 6  

安全な水とトイレを世界中

に 
1 2 3 4 5 6 

7. 目標 7  

エネルギーをみんなに  

そしてクリーンに 
1 2 3 4 5 6 

8. 目標 8  

働きがいも経済成長も 
1 2 3 4 5 6 

9. 目標 9  

産業と技術革新の基盤をつ

くろう 
1 2 3 4 5 6 

10. 目標 10  

人や国の不平等をなくそう 1 2 3 4 5 6 

11. 目標 11  

住み続けられるまちづくり

を 
1 2 3 4 5 6 

12. 目標 12  

つくる責任つかう責任 
1 2 3 4 5 6 

13. 目標 13  

気候変動に具体的な対策を 
1 2 3 4 5 6 

14. 目標 14  

海の豊かさを守ろう 
1 2 3 4 5 6 

15. 目標 15  

陸の豊かさも守ろう 
1 2 3 4 5 6 
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16. 目標 16  

平和と公正をすべての人に 
1 2 3 4 5 6 

17．目標 17  

パートナーシップで目標を

達成しよう 
1 2 3 4 5 6 

18. この質問では、「全く

影響しない」をクリックし

てください。 
1 2 3 4 5 6 

 

 

次に、SDGsに対するあなたの行動についてお伺いします。 

３－１．次のことは、あなたにどの程度あてはまりますか。あなたの行動に最も近いもの一つを選択してください。 

 全
く 

当
て
は
ま
ら
な
い 

ほ
と
ん
ど 

当
て
は
ま
ら
な
い 

あ
ま
り 

当
て
は
ま
ら
な
い 

少
し 

当
て
は
ま
る 

ま
あ
ま
あ 

当
て
は
ま
る 

よ
く
当
て
は
ま
る 

1. 私は、SDGs の目標達成のために具体的な行動

をとっている。 
1 2 3 4 5 6 

2. 私は、環境に配慮した生活行動をとっている。 1 2 3 4 5 6 

3. 私は、環境に配慮した食行動をとっている。 1 2 3 4 5 6 

4．私は、健康的な食行動をとっている。 1 2 3 4 5 6 

 

３－２．あなたはふだん、次のような生活行動をどのくらい実践していますか。過去 1 か月程度のことを振り返っ

てお答えください。 

 

 

月1

回
未
満 

月1

～3

回 

週1

～3

回 

週4

～6

回 

毎
日1

回 

毎
日
２
回
以
上 

1. 買い物の際にレジ袋を購入する。 1 2 3 4 5 6 

2. ペットボトルを購入する。 1 2 3 4 5 6 

3．この質問では、「毎日 2 回以上」をクリックして

ください。 
1 2 3 4 5 6 

4．エコマークや FSC 認証など、環境配慮の認証が

ある商品を購入する。 

（FSC 認証：環境、社会、経済の便益に適い、きち

1 2 3 4 5 6 
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んと管理された森林から生産された林産物や、その

他のリスクの低い林産物を使用した製品に与えら

れる。） 

 

 全
く 

行
っ
て
い
な
い 

ほ
と
ん
ど 

行
っ
て
い
な
い 

あ
ま
り 

行
っ
て
い
な
い 

少
し 

行
っ
て
い
る 

ま
あ
ま
あ 

行
っ
て
い
る 

い
つ
も 

行
っ
て
い
る 

1. 地域のルールに則って、自分が出したごみを分

別する。 
1 2 3 4 5 6 

2. 移動時には徒歩・自転車や公共交通機関を使

う。（自家用車やタクシーを使わない） 
1 2 3 4 5 6 

3. 古着や古本などの中古品を購入する。 1 2 3 4 5 6 

 

３－３．あなたが普段、夏に自分の部屋で設定する冷房の温度は何度ですか？ 

度 

〇自室に冷房はない 

 

３－４．あなたはふだん、次のような食に関する行動をどのくらい実践していますか。過去 1 か月程度のことを振

り返ってお答えください。 

 

月1

回
未
満 

月1

～3

回 

週1

～3

回 

週4

～6

回 

毎
日1

回 

毎
日
２
回
以
上 

1. 地産地消に配慮した食品を購入・注文する。（例：

国産の食品、地元産の食品、地域の特産品等）。 
1 2 3 4 5 6 

2. フェアトレード食品を購入する。 1 2 3 4 5 6 

3. 動物福祉に配慮した食品を購入する。 

｛例：放牧肉や平飼い卵（放し飼い）｝ 
1 2 3 4 5 6 

4．食品購入時に「てまえどり」をする。 

（賞味期限・消費期限の近い、手前に並んでいる

食品を購入すること） 

1 2 3 4 5 6 

5．主食・主菜・副菜の揃った食事を食べる。 1 2 3 4 5 6 

6. 家庭で調理されたものを食べる。 

（家庭で調理されたもの：包丁を使って調理するも

のとお考え下さい。ご自身だけでなく、ご家族が調

理されたものも含まれます。） 

1 2 3 4 5 6 

7．野菜を食べる。 1 2 3 4 5 6 

8．牛肉を食べる。 1 2 3 4 5 6 
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9. 代替肉を食べる。（例：大豆ミート、昆虫等） 1 2 3 4 5 6 

10. 本来食べられる食品を廃棄する。 

（例：腐敗させてしまい捨てる、手を付けないまま

捨てる、保存・活用できない/しない状況で食べ残

す） 

1 2 3 4 5 6 

 

３－５．あなたはふだん、朝食を食べますか。最もあてはまるもの一つを選択してください。 

〇1．ほとんど毎日食べる 

〇2．週に 2~3日食べない 

〇3．週に 4~5日食べない 

〇4．ほとんど食べない 

 

３－６．あなたが、これまでに次のような行動を起こした経験について、最もあてはまるもの一つを、それぞれ選択

してください。 

 

実
施
し
た
こ
と

が
な
い 

1

～3

回
実
施
し

た
こ
と
が
あ
る 

4

～9

回
実
施
し

た
こ
と
が
あ
る 

1
0

回
以
上
実
施

し
た
こ
と
が
あ
る 

2. 学校の授業や仕事以外で、あなたが自主的に行う、環

境保全に関するボランティア活動。（例：ゴミ拾い活

動） 

1 2 3 4 

2. 学校の授業や仕事以外で、あなたが自主的に行う、地

球温暖化防止のための何らかのメッセージ発信。 
1 2 3 4 

3. 国内の学習支援のボランティア活動。 1 2 3 4 

4．海外の教育支援のボランティア活動。 1 2 3 4 

5．食品ロス削減の活動やフードバンクの活動への参加。 1 2 3 4 

6. 募金活動への協力。 

（例：教育、紛争、災害、福祉など） 
1 2 3 4 

7. 使わなくなった学校用具の寄付。（国内/海外問わず）

（例：ランドセル等） 
1 2 3 4 

8. 日本や世界の教育問題について、他者との意見交換。 1 2 3 4 

9. 教育に関する話題について、主体的な情報収集（新聞

やニュースから）。 
1 2 3 4 

10.  SDGs に関するセミナーやディスカッションのイ

ベントに主体的に参加。 
1 2 3 4 

11．この質問では、「何度も行ったことがある」を選択し

てください。 
1 2 3 4 

12．防災に関わる体験学習やイベントへの参加。 

（例：避難訓練） 
1 2 3 4 

13． いじめや不登校で学習に困難を抱えている人への支

援。 
1 2 3 4 
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３－７．あなたはふだん、周囲の人に接する時、相手を性別の枠にあてはめた発言をしてしまうことがありますか。

最もあてはまるもの一つを選択してください。 

（例：「男性は力仕事をしてくれ」「あなたは女なのにその短髪はおかしい」、LGBTQ を容認しないような発言等） 

〇1．全くしていない 

〇2．ほとんどしていない 

〇3．あまりしていない 

〇4．少ししている 

〇5．たまにしている 

〇4．いつもしている 

 

４．あなたご自身が、SDGsの達成のためにできることは何だと思いますか。自由にお書きください。 

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは：とは，2001年に策定されたミレニアム開発

目標（MDGs）別ウィンドウで開くの後継として，2015年 9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持

続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された，2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標

です。17のゴール・169のターゲットから構成され，地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」こと

を誓っています。（出典：外務省：SDGsとは？，https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html） 

 

５．インターネットを用いた調査においては、うそをついたり、質問を読まないで、いい加減な回答をしたりする方

がいることが問題となっています。つきましては大変失礼なお願いですが、あなたがこの文章をきちんと読んでい

るかどうかを確認させてください。あなたがこの文章をお読みになったら、以下の質問には回答せずに（つ まり、

どの選択肢もクリックせずに）、次のページに進んでください。  

 

□ 1. そう思う  

□ 2. どちらかといえばそう思う  

□ 3. どちらともいえない  

□ 4. どちらかといえばそう思わない  

□ 5. そう思わない 

 

これで調査は終了です。ご協力ありがとうございました。 
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